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序      文 
 

独立行政法人国際協力機構は、ミャンマー連邦共和国政府との討議議事録に基づき、技術協力

プロジェクト「ミャンマー連邦共和国中央乾燥地における節水農業技術開発プロジェクト」を

2013 年 11 月から 5 年間の計画で実施しています。 

プロジェクトの中間地点である 2016 年 6 月 6 日から 6 月 24 日までの間、日本及びミャンマー

側での合同評価を通じて、協力期間前半における活動の実績の確認と評価及び後半に向けての課

題の抽出と提言を行うことを目的として、JICA 農村開発部第一グループ次長鈴木和哉を団長とす

る中間レビュー調査団を現地に派遣しました。 

本報告書は、これらの中間レビュー調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたもの

であり、今後のプロジェクト運営に広く活用されることを願うものです。 

最後に、調査の実施にあたりご協力をいただいた内外の関係者の方々に深い感謝の意を表する

とともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 
平成 28 年 8 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 三次 啓都 
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評価調査結果要約表 

１．概要の案件 

国名：ミャンマー連邦共和国 案件の概要：CDZ における節水農業技術開発プロジェクト

分野：農業一般 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部 協力金額：3 億 8,000 万円  

協力期間：5 年 
2013年11 月～2018年11 月（5年間） 

先方関係機関：農業畜産灌漑省（MoALI） 
（実施機関）：農業畜産灌漑省農業局（DOA） 

農業畜産灌漑省農業研究局（DAR） 
（先方関係機関）：同省灌漑水利用管理局（IWUMD） 

日本側協力機関： 
外務省、農林水産省、筑波大学 

１－１ 協力の背景と概要 

ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）は、農業が国内総生産の 32％、農業

従事者が総人口の 61％、農産物が総輸出額の 17.5％を占める ASEAN でも上位の農業国である

（2009 年度統計）。政府は国内の食料安全保障、経済を牽引する主産業の 1 つとして、また貧

困対策の観点から、農業の発展を重要視し、農業分野の課題として、①国内需要の充実、②外

貨獲得を目的とした農産品輸出促進、③農業開発による地方部の発展を掲げている。 
ミャンマーの地勢はエーヤーワディ川の河口にあたるデルタ地帯、中央部に位置する降水量

が少なく比較的乾燥した地域〔以下、中央乾燥地（Central Dry Zone：CDZ）〕、これらを取り囲

む台地山岳地帯、海岸線が延びる沿岸部と、大きく 4 つに分けることができる。なかでも、CDZ
は平均年間降水量が 700mm～1,000mm（デルタ地帯では約 3,000mm）と周辺地域に比べて少雨

であることに加え、降雨パターンの年次変動が大きい。そのため、主に天水依存型農業を行っ

ている CDZ での農業生産には、不安定さが常態化している。 
こうした農業生産の安定化を妨げる要因が多い CDZ においては、農業生産及び収入が安定せ

ず、貧困農家が多いとみなされている。今後、CDZ で農業開発を進め、農業生産の安定、農家

の収入向上を図るためには、当該地域の自然環境に適応可能な品種・栽培技術や限られた水資

源を有効活用するための技術の開発・導入が強く求められている。 
これらの背景に基づき、JICA は技術協力プロジェクト「CDZ における節水農業技術開発プ

ロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）を 2013 年 11 月から 5 年間の予定で開始した。

本プロジェクトは、作物栽培技術や圃場管理技術の改善、節水灌漑技術の開発・普及を組み合

わせて、CDZ の自然・社会環境に適した節水農業技術を開発することにより、パイロット地域

における対象作物の生産量増大を図ることを目的とする。 
今回実施する中間レビュー調査は、プロジェクトの中盤を迎えるにあたって、現在までのプ

ロジェクト活動の実績及び成果を評価・確認し、プロジェクトが効果発現に向けて順調に実施

されているかを検証するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言を導くことを目的と

する。 
 

１－２ 協力内容 

 本プロジェクトは、CDZ において農業収入を安定させるために、有望品種の特定、作物栽培

方法の改善、圃場管理技術の改善、節水灌漑技術の開発を通じて、節水農業技術を普及するこ

とを目的とする。 
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(1) 上位目標 
CDZ（特に非灌漑地域）に適した節水農業技術が普及され、農業収入が安定する。 
 

(2) プロジェクト目標 
CDZ に適した節水農業技術が確立される。 
 

(3) 成果 
1. 新規・既存の作物から CDZ に適した有望品種が特定される。 
2. CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する作物栽培方法が改善される。 
3. CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する土壌環境（養分、保水性等）管理を含めた

圃場管理技術が改善される。 
4. CDZ のパイロットサイトに適用可能な節水灌漑技術が開発される。 
 

(4) 投入（中間レビュー時点での実績） 
1) 日本側 

- 長期専門家：延べ合計 5 名 
・新旧チーフ・アドバイザー/乾燥地畑作物生産（2） 
・節水灌漑技術 
・総合防除 
・業務調整 

- 短期専門家：なし 
- 機材供与： ・携行機材 （USD 102,946 及び Kyat 21,603,000） 

・供与機材 （USD 184,938） 
- 施設改修等：USD 80,000 及び Kyat 54,952,500 
- 本邦/第三国研修：なし 
- 在外事業強化費*：2013 年度：Kyat 243,562,996 = JPY 25,623,112= USD 252,586 

2014 年度：Kyat 385,893,388 = JPY 42,950,158= USD 392,988 
2015 年度：Kyat 236,630,000 = JPY 24,658,215= USD 186,486 

*各年度の合計金額は、携行機、供与機材、施設改修等を含む数値である。各通貨（Kyat、JPY、USD） 
への換算は JICA 為替レートを使用した。 

2) ミャンマー側 
- プロジェクト・ダイレクター：延べ 3 名 
- プロジェクト・マネジャー：DAR（延べ 3 名）、DOA（延べ 4 名） 
- C/P：25 名（DAR11 名、DOA14 名）*2016 年 5 月 17 日付 
- JCC：議長（延べ 3 名）、委員（延べ 16 名） 
- 土地・施設等：プロジェクト事務所、会議室、倉庫、実験圃場、種子生産圃場、乾燥

場等 
- 予算支出：2013 年度*：Kyat 166,467,000 

2014 年度 ：Kyat 196,739,000 
2015 年度 ：Kyat 260,365,600 

- その他：光熱水費、電気料、ベースライン調査と年度調査等 
* ミャンマーの予算年度は 4 月 1 日から 3 月 31 日までである。 
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２．評価調査団の概要 

調査者 
【ミャンマー側】 
担当分野 名  氏  属  所  

団長 Dr. Nyi Nyi 
Assistant Director, Extension Division, Department of Agriculture, 
MoALI 

団員 Dr. Pau Sian Kam 
Assistant Research Officer, Department of Agriculture Research, 
MoALI 

 
】日本側【  
分野担当  名  氏  属  所  

総括/団長 和哉  鈴木  JICA 農村開発部 第一グループ次長 
  団長代理  健一郎  小林  ミャンマー農業畜産灌漑省 農業農村開発アドバイザー

節水灌漑技術 三澤 雄一朗 北陸農政局土地改良技術事務所 

研究協力 眞琴  河瀨  
筑波大学 グローバル・コモンズ機構  
国際交流支援部門長 

圃場管理 直純  耳田  筑波大学 遺伝子実験センター 生命環境系 助教授 
協力企画 大城 華 JICA 農村開発部 第一グループ第一チーム 職員 
評価分析 浜田 哲郎 A&M コンサルタント（有） 

 

調査期間：2016 年 6 月 6 日 ～6 月 24 日 評価種類：中間レビュー 
３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

(1) 成果 
成果 1：新規・既存の作物から CDZ に適した有望品種が特定される。 

指 標 達成度 達成状況 
1-1：プロジェクト開始後半年以内に

ベースライン調査が実施され、地域農

産物に対する消費者のニーズが明ら

かになる。 

達 成 済

み 
ベースライン調査とマーケット価格調査

は 2014 年 1 月と 9 月に終了した。 

1-2：消費者ニーズを踏まえてプロジ

ェクトが推奨する既存・新規を含めた

作物と同有望品種が 10％以上の抽出

農家により採択される。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

有望品種の種子受領者〔中核農家（Contact 
Farmer：CF）及び周辺農家（Neighboring 
Farmer：NF）〕/3 タウンシップの 10％の農

家世帯 =970/78,492（1.2％） 
1-3：消費者ニーズを踏まえてプロジ

ェクトが推奨する既存・新規を含めた

作物と同有望品種の販売により、抽出

農家の平均売上高が 10％以上増加す

る。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

CF の平均農業粗所得（Kyat/ acre）は 2015
年に 10％以上増加している。 
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成果 2：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する作物栽培方法が改善される。 
指 標 達成度 達成状況 

2-1：選定された既存・新規の作物と

同有望品種に対して、CDZ に適した

栽培技術が確立され、DAR 試験圃場

で延べ 2 回（年 2 回）実施される。 

お お む

ね達成 
これまで DAR 試験圃場にて試験栽培が 2
回実施された。 

2-2：栽培技術のマニュアルが作成さ

れる。 
お お む

ね達成 
各選定作物の栽培技術マニュアルが作成

された。（修正予定） 
2-3：マニュアルに準拠した栽培技術

を実践できる普及員が 30 名以上養成

される。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

26 名の普及員が研修を受けた。26/30=87％

2-4：マニュアルの内容が CF 圃場で延

べ 100 回（年 1 回以上）以上検証され

る。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

これまで、63 回の検証実験が CF 圃場で行

われた。63/100 回 （63％） 

2-5：抽出農家の 10％以上がマニュア

ルに準拠した栽培技術を実践する。 
計 画 ど

お り 進

捗中 

これまで、3,807 世帯農家が栽培技術を実

践している。3,807/ 7,849= 49％ 

 
成果 3：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する土壌環境（養分、保水性等）管理を含め

た圃場管理技術が改善される。 
指 標 達成度 達成状況 

3-1：プロジェクト開始後半年以内に

ベースライン調査が実施され、対象地

域の土壌条件が明らかにされる。 

お お む

ね達成 
ベースライン調査結果を踏まえ、データ収

集調査報告書が 2013 年に編集された。 

3-2：CDZ に適した土壌改良技術が確

立される。 
達 成 済

み 
Gliricidia（多目的樹脂）適用による土壌改

良技術が特定された。 

3-3：土壌改良技術マニュアルが作成

される。 
お お む

ね達成 
Gliricidia 普及マニュアルが作成され、使

用されている。（修正予定） 

3-4：マニュアルに準拠した土壌改良

技術を実践できる普及員が 30 名以上

養成される。 

お お む

ね達成 
21 名の普及員が研修を受けた。 
21/30=70％ 

3-5：マニュアルの内容が CF 圃場で延

べ 100 回（年 1 回以上）以上検証され

る 

計 画 ど

お り 進

捗中 

これまで、39 回の検証実験が CF 圃場で行

われた。39/100=39％ 

3-6：抽出農家の 2％以上がマニュア

ルに準拠した土壌改良を実践する。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

これまで、599 世帯農家が栽培技術を実践

している。599/ 1,570 =38％ 
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成果 4：CDZ のパイロットサイトに適用可能な節水灌漑技術が開発される。 
指 標 達成度 達成状況 

4-1：パイロットサイトの水資源と農

家の水利用の実態調査報告書が作成

される。 

達 成 済

み 
これまで、3 冊の調査報告書が作成された。

4-2：集水技術と節水灌漑技術のガイ

ドライン/マニュアルが作成される。

お お む

ね達成 
ガイドラインと普及マニュアルはドラフ

トされている。 
4-3：節水栽培技術と節水灌漑技術を

組み合わせた方法の提案書が作成さ

れる。 

計 画 ど

お り 進

捗中 

提案書に関して、そのための展示圃場を特

定した。 

 
(2) プロジェクト目標  
プロジェクト目標：CDZ に適した節水農業技術が確立される。 

指 標 達成度 達成状況 
指標 1：本プロジェクトで開発され

た節水農業技術がプロジェクトサイ

トの農家 15％に導入され、1 作以上実

施される。 

お お む

ね達成 

技術研修に参加した延べ農家数は 4,605 で

ある。 4,605/11,774=39％ 
 （11,774 は 3 つのタウンシップの農家数

の 15％） 
指標 2：プロジェクトサイトにおい

て、本プロジェクトで開発した節水農

業技術を活用した農家の作物収量が

10％増加する。 

お お む

ね達成 

中核農家の選定作物の平均収量は 2015 年

に既に 10％以上増加している。 

指標 3：プロジェクトサイトにおい

て、本プロジェクトで開発した節水農

業技術を経験した農家の 6 割（60％）

が有効だと評価する。 

お お む

ね達成 

CF と NF からの有効との評価の割合が、

2014 年と 2015 年の平均値で 91％であっ

た。  

 
３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性：高い 
プロジェクトは受益者（農家世帯）とターゲット・グループ（ターゲットエリアの 3 カ

所の DOA 事務所と DAR 実験圃場のスタッフ）のニーズに対応している。また、プロジェ

クトはミャンマーの開発政策と日本の援助政策に適合している。アプローチは、上位目標

（乾燥地の農業収入の安定化）を達成する手段として適切であると判断できる。中間レビ

ューの時点において、プロジェクトの妥当性を低下させる要因は存在しない。 
 

(2) 有効性：高い 
プロジェクト目標と各成果の間の論理性は確保されており論理的整合性がある。プロジ

ェクト目標はほぼ達成されている状況にあり、プロジェクト終了までに達成されることが

期待できる。  
 

(3) 効率性：高い 
成果は計画どおり産出されることが期待できる。しかし、プロジェクトが実施している

種子増殖と配付の活動は、現行の PDM の成果１に設定されていない（インパクトが高い
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のにもかかわらず）。実施プロセスは、プロジェクトの開始時に遅延がみられたが、全般的

に効率的であり満足できる状況である。ミャンマー側と日本側からの投入はおおむね適切

であり、供与機材や施設はよく活用され維持管理されている。 
 

(4) インパクト：中程度 
具体的なインパクトは、CF、NF、一般農家で確認でき、正のインパクトは農家圃場学校

（Farmer Field School：FFS）や集水技術/節水技術の展示を通じて波及している。しかしな

がら、プロジェクト目標と上位目標の間にギャップ（時間的制約と地理的範囲）が存在す

ることから、上位目標の達成が危ぶまれる。他方、負のインパクトと予期されない負の効

果は、中間レビュー調査までに確認されていない。 
 

(5) 持続性：中程度より高い 
プロジェクトが開発した節水農業技術は、既存の技術を改善したうえで単純化している

ことから、技術的な持続性は高いと判断できる。他方、プロジェクトはミャンマー政府の

農業開発政策に沿っているものの、乾燥地作物により高い関心が当てられるかどうか予想

することが困難であることから、政策・法的持続性は中程度より高いと判断した。また、

節水農業技術を普及するために既存のメカニズムを利用していることから組織・制度的持

続性は中程度より高いとした。財政的な持続性はやや低く今後の予測も困難であることか

ら中程度と推測した。 
 

３－３ プロジェクトの促進要因 

- 先方実施機関の幹部職員の指導力と積極的な態度 
- 畑作作物の重要性、種子生産の必要性の認識 
- C/P 及びターゲット・グループの熱意と規律（時間厳守）  
- 成果 4 の産出のための技術 C/P の DAR 本部から Nyaung Oo 試験圃場への人事異動  
- 展示圃場会（Field Day：FD）と FFS を通じた DAR と DOA の連携・協力 
- モチベーションの高い CF と NF の存在 

 

３－４ プロジェクトの阻害要因 

- 稲作に比較して国家農業政策の畑作作物の低い優先度 
- 研修を受けた C/P 及びターゲット・グループの頻繁な人事異動  
- 不十分な普及員の移動手段と旅費 
- 専任の C/P 及びターゲット・グループの不在 

 

３－５ 結論 

合同中間レビュー調査団は、プロジェクトはプロジェクト期間の前半においては着実に進捗

しており、プロジェクト目標を達成する途上にあると判断している。また、調査団はプロジェ

クトが研修と FFS の実施を通じて、C/P、ターゲット・グループ、CF の能力向上に大きく貢献

していることも確認した。彼らはプロジェクト活動の実施に非常に熱心で意欲的である。供与

機材や施設はおおむねよく管理され活用されている。具体的なインパクトは NF や近隣農民に

現れており、彼らは改善された技術を適用した結果、農業収入が増加している。さらに、MoALI 
（DOA、DAR、現地事務所）は畑作作物とプロジェクト・アプローチに興味と関心を示してい

ることは特記されるべきである。  
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プロジェクト終了後から 5 年後に上位目標（農業収入の安定）を達成するには、ミャンマー

側実施機関が節水農業技術を他の CDZ にプロジェクトの残り期間に普及できるように、プロジ

ェクトとともに実施可能な戦略を策定し、基礎を構築する必要がある。 
 

３－６ 提言 

合同中間レビュー結果に基づき、評価団は以下の事項を提言する。 
 
(1) PDM と PO の改訂 

調査団は現行 PDM（Ver.1）を改定し、改訂版 PDM（Ver. 2）を提言する。 
 

(2) プロジェクトによる種子生産の継続 
ミャンマー全土的に畑作作物の種子の供給が不足している現状を受け、プロジェクトは

ターゲットエリアにて試験及び普及活動の継続に必要となる種子の生産を担ってきた。調

査団は、プロジェクト目標達成のためにも、プロジェクト期間後半においても引き続きプ

ロジェクトによる種子生産が必要であることを確認した。 
 

(3) DAR 及び DOA への種子生産活動の移管 
上位目標達成のためには、DAR・DOA による種子生産活動の継続が必要であり、プロ

ジェクト終了後も自らのイニシアティブによって継続的に種子生産を実施することが期待

される。加えて、プロジェクトから DAR・DOA への円滑な種子生産活動の移管を進める

ためには、左記活動に係る予算の確保が求められ、2018/19 年度予算以降、種子生産活動

に対する DAR 及び DOA による予算配分が必要であることを提言する。 
 

(4) DAR・DOA 連係強化 
調査団は、特に DAR・DOA にて権限を有する職員の率先により、FD 等の活動をモデル

ケースとした現場レベルでの DAR・DOA の連携体制を、ターゲットエリア以外の地域へ

も波及させることを提言する。 
 

(5) タウンシップ・マネジャーの C/P 任命 
プロジェクト期間後半における普及業務のために、調査団は、ミャンマー側に対してニ

ャンウー及びミンジャンの DOA タウンシップ・マネジャーを C/P として任命するよう要

請する。 
 

(6) 持続的開発のためのプロジェクト終了後戦略（Post-Project Strategy）の検討 
調査団は、ミャンマー側（政府、農家、民間セクター）が、プロジェクト期間後半にお

いて、各投入（予算、要員、資機材等）を段階的に増加していくことを提言する。したが

って、ミャンマー側が日本人専門家の協力のもと、2017 年半ばをめどにプロジェクト終了

後戦略（例：必要予算、要員、資機材の投入計画）を策定し、プロジェクト 終年次にお

いて MoALI 主導のもと試験的に同戦略を実施することを提言する。 
 
３－７ 教訓 

(1) 資機材の供与 
プロジェクトは FD や FFS において、種子の供与とともに技術支援を行っている。その
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結果、資機材を供与した後、DOA 普及員の支援を得ながら、農家が圃場においてプロジ

ェクト活動から学んだことを実践している事例が数多く観察された。必要な資機材を受益

者に供与する際には、農家の自発性を促進し資機材の活用を確実にするためにも、適切な

技術支援を同時に行うべきである。 
 

(2) 種子交換制度 
農家の自助努力の意欲を高めるために、プロジェクトでは FFS において「種子交換制度」

を導入し、FFS の参加者に生産した認証種子の一部を一般農家と交換する義務を設けてい

る。こうした種子交換制度によって、農民から農民へ対する優良種子と関連技術の普及が

可能となり、持続的な種子生産及び技術普及に寄与することが期待される。 
 

(3) 関係機関の連携強化 
プロジェクトにおいて、DAR・DOA 間の連携した活動の好事例が観察された。プロジ

ェクト実施に際して、複数の関連機関との連携が求められる場合には、関連機関の連携強

化を図るために、具体的な協働の場を提供することが必要である。 
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Summary Results of the Mid-term Review Study 

I. Outline of the Project 
Country: The Republic of the Union 
of Myanmar 

Project Title: Project for Development of Water Saving 
Agriculture Technology in the Central Dry Zone 

Issues/Sector: Agriculture Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 
Division in Charge: 
Rural Development Department 

Estimated Total Cost:  380 million JPY 

Period of Cooperation: 
Five (5) years from November 2013 

(Implementation Organizations in the Partner Country): 
Ministry of Agriculture, Livestock and Irrigation (MoALI)  
Department of Agricultural Research (DAR) 
Department of Agriculture (DOR) 
(Related Organization in the Partner Country): 
Irrigation and Water Utilization Management Department 
(IWUMD) 
Implementation Organizations in Japan: 
Ministry of Foreign Affairs 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 
University of Tsukuba 

1-1. Background of the Project 
The mainstay of the primary industries of the Republic of the Union of Myanmar (hereafter referred 

to as “Myanmar”) represented by agriculture sector where 61％ of the total labor population is engaged 
and 32％ of GDP as well as 17.5％ of the export earnings are produced (2009). The Government of 
Myanmar has given higher priority to the issues such as food self-sufficiency, export promotion, and 
rural development through agriculture development in order to achieve food security and poverty 
alleviation. 

In Central Dry Zone (CDZ) which is located in geographical center of Myanmar, there is merely 700 
~ 1,000 mm of annual rainfall (3,000 mm in Delta area) with erratic duration of rainy season and with 
wide annual deviation. Therefore, it causes crop failure which makes farmers livelihood unconcern, 
unstable and insecure. For increasing and stabilizing agricultural production in CDZ, MoALI is tackling 
development of water saving technologies from the aspects of: 1) to introduce adaptable crops and its 
varieties, 2) to conserve soil fertility by prevention of soil erosion and improvement of cultivation 
practices, and 3) to develop water saving irrigation on farm level in CDZ. 

Therefore, this project, the Project for Development of Water Saving Agriculture Technology in the 
Central Dry Zone (hereafter referred to as “the Project”), is proposed by MoALI to improve local 
livelihood through increasing and stabilizing agricultural production by combination and improvement 
of water saving technologies. The Project has been implemented since November 2013 and will 
complete in November 2018. To make the most effective use of the remaining period of the Project, 
JICA and the Government of Myanmar organize the Joint Mid-term Review. 
 
1-2. Project Overview 
  The Project is aimed to disseminate the water-saving agriculture technologies for stabilization of 
agricultural income in CDZ through identification of suitable crops and varieties, improvement of 
cultivation technologies, improvement of farm maintenance technologies and development of 
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Water-saving irrigation technologies. 
(1) Overall Goal 

In CDZ (especially the non-irrigated areas where upland farming is a main form of agriculture), an 
agricultural income is stabilized as a result of the spread of water-saving agricultural technologies 
which are suitable to CDZ. 

(2) Project Purpose 
Water-saving agriculture technologies that are adapted to CDZ are established.  

(3) Outputs 
1. New and/or conventional crops and promising varieties that are adaptable to CDZ are identified.
2. Cultivation technologies are improved so that these can match the environments of CDZ. 
3. Technologies for farm maintenance including control of soil environment (nutrients, water 

retention, etc.) are improved so that these can match the environments of CDZ. 
4. Water-saving irrigation technologies that are adaptable to pilot sites in CDZ are developed. 

(4) Inputs (as of Mid-Term Review) 
 Japanese Side: 

- Long-term Experts: 5 persons in total 
 2 Chief Advisor/ Dry Land Crop Cultivation in total 
 Water Saving Irrigation 
 Integrated Pest Management 
 Project Coordinator 

- Short-term Expert: None 
- Equipment Provision: (i) JICA Owned Equipment (USD 102,946 and Kyat 21,603,000) 

(ii) Handover Equipment (USD 184,938) 
- Renovation/ Rehabilitation of Infrastructure: USD 80,000 and Kyat 54,952,500 
- Training in Abroad: None 
- Budget Execution*: 2013 (Kyat 243,562,996 = JPY 25,623,112= USD 252,586 in total) 

2014 (Kyat 385,893,388 = JPY 42,950,158= USD 392,988 in total) 
2015 (Kyat 236,630,000 = JPY 24,658,215= USD 186,486 in total) 

*The figures include JICA owned equipment, handover equipment and renovation/ rehabilitation of 
infrastructure. The value (Kyat, JPY and USD) is converted by JICA exchange rate. 

Myanmar Side: 
- Project Director : 3 persons in total 
- Project Manager: DAR (3 persons in total), DOA (4 persons in total) 
- Counterparts: 25 persons (DAR 11 persons, DOA 14 persons) (as of 17 May 2016) 
- JCC: Chairperson (3 persons in total),  Members (16 in total) 
- Land, Building, Office and Facilities: Office Building, Office space, Warehouse, Experimental 

and seed production field, Drying yard, Meeting venue, Seed production field (sesame) 
- Budget Execution: 2013 (Kyat 166,467,000) 

2014 (Kyat 196,739,000) 
2015 (Kyat 260,365,600) 

- In-kind Contribution : water and electricity bills, baseline and end line surveys and other utility 
costs 
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II. Evaluation 
Evaluator 

 Name Position Affiliation 

Myanmar 
Team 

Dr. Nyi Nyi Leader 
Assistant Director, Extension Division, 
Department of Agriculture, MoALI 

Dr. Pau Sian Kam Member 
Assistant Research Officer, Department of 
Agriculture Research, MoALI 

Japanese 
Team 

Kazuya SUZUKI  Leader 
Deputy Director General and Group Director for 
Agric. and Rural Development Group 1 
Rural Development Department, JICA 

Kenichiro 
KOBAYASHI 

Deputy 
Leader 

JICA Advisor for Agriculture and Rural 
Development, MoALI 

Yuichiro MISAWA 
Water Saving 
Irrigation 

Hokuriku Regional Agricultural Administration 
Office 

Makoto KAWASE 
Research 
Cooperation 

Professor, Faculty of Life and Environmental 
Sciences, University of Tsukuba 

Naozumi MIMIDA 
Integrated 
Pest 
Management 

Gene Research Center, Faculty of Life and 
Environmental Science, University of Tsukuba 

Hana OSHIRO 
Cooperation 
Planning 

Officer, Team 1, Group 1, Rural Development 
Department, JICA 

Tetsuro HAMADA 
Evaluation 
Analysis 

Senior Consultant, A&M Consultant. Inc. 
 

Period of Evaluation: 6 Jun – 24 Jun. 2016 Type of Evaluation: Mid-term Review 
III. Results of Evaluation 
3-1. Achievements 
(1) Outputs:  

Output 1: New and/or conventional crops and promising varieties that are adaptable to CDZ are 
identified 
Indicators Status Achievement 
1-1 Within a half year from beginning of the 
project, the baseline study is conducted and 
consumer needs for the local agriculture 
products are identified. 

Completed 

The baseline and market price surveys 
were completed in January and 
September 2014. 

1-2 10％ or more of the sampled farmers 
adopt the new and/or existing crops and their 
superior varieties that are recommended by 
the project based on the consumer needs. 

Progressing 
as 
scheduled 

Seed recipients (CFs and NFs) /10％
of Farmers in 3 townships 
=970/78,492 (1.2％) 

1-3 By selling the new and/or existing crops 
and their superior varieties that are 
recommended by the project based on the 
consumer needs, an average sales amount of 
the sampled farmers for such crops/varieties 
increases by 10％ or more. 

Progressing 
as 
scheduled 

Average gross agricultural income 
(Kyat/ acre) of CFs has increased 
over 10％ in 2015. 
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Output 2: Cultivation technologies are improved so that these can match the environments of CDZ. 
Indicators Status Achievement  
2-1. Cultivation technologies adapted to local 
conditions are established for the selected 
new and/or existing crops and their superior 
varieties, and these technologies are 
implemented 2 times in total (2 times per 
year) at DAR Experiment Farm. 

Mostly 
Completed 

The trials ware conducted 2 times at 
the DAR farms. 

2-2. Appropriate technical manual for 
cultivation technologies are prepared. 

Mostly 
Completed 

The manuals for each target crop were 
prepared. 

2-3. 30 or more persons of the extension 
agents who can apply the above manual and 
implement cultivation technologies are built 
up. 

Progressing 
as 
scheduled 

26 extension agents have been trained 
(26/30=87％) 

2-4. Verification test by applying the above 
manual is conducted 100 times or more (1 
time or more per year) by the project at the 
contact farmer’s field. 

Progressing 
as 
scheduled 

The 63 times verification tests (CFs) 
have been conducted.  63/100 (63％)

2-5. The cultivation that is applied with the 
above manual is implemented by 10％  or 
more of the sampled farmers. 

Progressing 
as 
scheduled 

3,807 farmers have applied the 
technologies. 
3,807/ 7,849 FH (49％)  

  
Output 3: Technologies for farm maintenance including control of soil environment (nutrients, water 
retention, etc.) are improved so that these can match the environments of CDZ. 
Indicators Status Achievement 
3-1. Within a half year from beginning of the 
project, the baseline study is conducted and 
soil conditions of the project target area are 
identified. 

Mostly 
Completed 

Data Collection Survey Reports were 
compiled in August2013. 

3-2. The soil improvement technologies that 
are adapted to the local conditions are 
established 

Completed 
The approach based on application of 
Gliricidia has been identified. 

3-3. Technical manual for the soil 
improvement technologies is prepared. 

Mostly 
Completed 

Extension material for Gliricidia was 
prepared and is being utilized. 

3-4. 30 or more persons of the extension 
agents who can apply the above manual and 
implement the soil improvement technologies 
are built up 

Progressing 
as 
scheduled 

21 extension staff have been trained. 
(21/30=70％) 

3-5. Verification test by applying the above 
manual is conducted 100 times or more (1 
time or more per year) by the project at the 
contact farmers’ field. 

Progressing 
as 
scheduled 

39 verification tests (CFs) have been 
conducted. 39％ (39/100) 

3-6. The soil improvement that is applied 
with the above manual is implemented by 2％
or more of the sampled farmer 

Progressing 
as 
scheduled 

599 farmers applied the technology. 
38％ (599/ 1,570)  
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Output 4: Water-saving irrigation technologies that are adaptable to pilot sites in CDZ are developed.
Indicators Status Achievement 
4-1. The study report on water resources and 
water use by farmers at pilot sites is drafted. 

Completed 
The 3 study reports were prepared. 

4-2. Technical guideline and/or manual for 
the water-harvesting and water-saving 
irrigation technologies are prepared. 

Mostly 
Completed 

Guideline and extension materials 
were drafted. 

4-3. The recommendation for combined 
methods for water-saving cultivation and 
water-saving irrigation technologies is 
prepared. 

Progressing 
as 
scheduled 

For recommendations, demonstration 
plots are being identified. 

 
(2) Project Purpose:  

Project Purpose: Water-saving agriculture technologies that are adapted to CDZ are established. 

Indicators Status Level of Achievement  
1. The water-saving agricultural technology 
developed in this project are introduced by the 
15％ farmer in Project Site and carried out 
more than 1 cropping seasons. 

Mostly 
completed 

The number of the cumulative 
participants: 4,605 
4,605/11,774 (39％) 
(11,774=15％  of farmers in three 
TS) 

2. In Project Site, crop yields increased 10％
at the farmers who used the water-saving 
agricultural technology developed in this 
project. 

Mostly 
completed 

The average crop yield of CFs by 
target crops has increases already 
over 10 ％. 

3. In Project Site, 60％ of Farmers, who used 
the water-saving agricultural technology 
developed in this project, evaluate that this 
technology is effective. 

Mostly 
completed 

The percentage of positive response 
from CFs and NFs are 91 ％  on 
average for 2014 and 2015.  

 
3-2. Review by the Five Evaluation Criteria 
(1) Relevance: High 

The Project meets needs of the beneficiaries (farming households) and the target group (staff of three 
DOA offices and DAR research farms in the target area). The Project coincides with development policy 
of Myanmar and aid policy of Japan. The methodology as a means to achieve Overall Goal 
(stabilization of agricultural income in CDZ) is considered appropriate. There are no factors to lower 
relevance of the Project. 
 
(2) Effectiveness: High 

Logical sequence between Outputs and Project Purpose is secured and logically connected. The Project 
Purpose has been mostly achieved potentially and expected to be attained by the end of the Project  

 
(3) Efficiency: High 
 Outputs are expected to be produced as planned. But Activities for seed-multiplication and distribution 
are not set for Output 1 in PDM (even impact is high). Implementation process is generally efficient and 
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satisfactory except for delay at the beginning of the Project. Inputs from both sides are generally 
appropriate, and equipment and infrastructure are well utilized and managed. 
 
(4) Impact: Medium 
 The tangible impact is observed on CFs, NFs and OFs through FFS and demonstration of WH/WS 
technologies. Overall Goal is unlikely to be achieved due to a gap between Project Purpose and Overall 
Goal (on time-frame and geographic coverage). No negative impacts as well as no unexpected negative 
effects have been found. 
 
(5) Sustainability: Medium High 
 Technical sustainability is “high”. Policy and administrative sustainability as well as organizational 
and institutional sustainability are “medium high”. Financial sustainability is “medium”. 
 
3-3. Major supporting factors to achieve the Project Purpose 

- Leadership and active attitude of senior officials in the implementing agencies 
- Awareness of importance of upland crops, necessity of seed production 
- Enthusiasm and disciplined (time consciousness) C/Ps and TG 
- Transfer of technical C/P from DAR headquarters to Nyaung Oo research farm for production of 

Output 4  
- Good collaboration and cooperation between DAR and DOA through FD and FFS 
- Highly motivated CFs and NFs 
 

3-4. Major hampering factors to achieve the Project Purpose 
- Less attention of national agricultural policy on upland crops compared with rice sector 
- Frequent transfer of trained C/Ps and TGs  
- Insufficient means of transport and travel allowances for extension staff 
- No full-time C/Ps and TGs 
 

3-5. Conclusion 
The Team confirmed that the Project has made steady progress and has been on track to achieve the 

Project Purpose. The Team also confirmed that the Project has greatly contributed to the capacity 
development of C/Ps, TGs and CFs through provision of trainings and FFS. They are enthusiastic and 
highly motivated to implement the Project activities. The equipment and facilities have generally well 
utilized and maintained. The tangible impact has been seen on CFs and NFs, since their agriculture 
incomes have been increasing as a result of application of the improved technologies. It should be noted 
that MoALI (DOA/DAR headquarters and their field offices) has shown its interests in the upland crops 
and the Project approach. 

For the achievement of Overall Goal (stabilization of agricultural income) after five (5) years from the 
end of the Project, both sides are expected to develop practical strategy and pave the way in the 
remaining period of the Project in order for the Myanmar implementation agencies to disseminate the 
water-saving agriculture technology to other parts of CDZ. 
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3-6. Recommendations 
Based on results of the Joint Mid-term Review, the Team makes following recommendations. 

(7) Modification of PDM and PO 
The Team recommends modifying the current version of PDM (ver.1) and proposing revised PDM 

(ver. 2). 
 

(8) Continuation of Seed Production in the Project 
The Project has conducted seed production for further verification tests since seed supply of upland 

crops is insufficient. The Team confirmed that the seed production would be necessary to achieve the 
Project Purpose during the second half of the Project period. 

 
(9) Transfer of the Seed Production Activities to DAR and DOA 
 For achieving the Overall Goal, DAR and DOA are expected to establish sustainable seed production 
system during the second half of the Project period. In addition, for smooth taking over of the seed 
production activities, it is recommended necessary budget be allocated by DAR and DOA for those 
activities in the 2018/19 fiscal year’s budget and afterward. 
 
(10) Promotion of Stronger Linkage between DAR and DOA 
 The Team strongly recommends that the collaboration and cooperation between DAR and DOA such 
as FD shall be expanded to the areas other than the target area under authorization and encouragement 
of responsible officials of MoALI particularly of DAR and DOA.  
 
(11) Assignment of the TS Managers to as C/Ps 
 For the extension work during the second half of the Project period, the Team requests the Myanmar 
side to additionally assign DOA TS managers in Nyaung Oo and Myingyan to as C/Ps. 
 
(12) Consideration of the Post-Project Strategy for Sustainable Development 
 The Team recommends that the Myanmar side (government, farmers and private sector) increase their 
contributions (e.g. budget, personnel, materials and equipment) gradually during the second half of the 
Project period. Therefore, the Post-Project Strategy (i.e. a plan of input: necessary budget, personnel, 
materials and equipment) should be formulated in cooperation with Japanese experts until middle of 
2017 and implemented preliminarily in the final year of the Project period by Myanmar side’s initiative. 
 
3-7. Lessons Learned 
(4) Provision of Materials 
 The Project provides seed with necessary technical support in FD and FFS. As a result, it was 
observed that the beneficiaries of the Project could apply what they learned through the Project 
activities into their fields with support by DOA extension workers. When necessary materials are 
provided to beneficiaries, appropriate technical support should be provided together to encourage 
willingness and to ensure acceptance of farmers.  
 
(5) Seed Exchange Mechanism 
 The Project has included a unique seed exchange mechanism in FFS for increasing farmers’ self-effort 
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attitudes. The participants in FFS are obliged to share a part of produced certified seed with ordinary 
farmers. Seed exchange mechanism would enable farmer-to-farmer diffusion of quality seed and related 
technologies. 
 
(6) Strengthening of Collaboration among Concerned Institutes 
 In the Project, some good practices for collaborating between DAR and DOA are observed. When a 
project is implemented and prospected to involve several concerned organizations, appropriate 
opportunities would be offered in order to strengthen collaboration among them. 
                                                                      -End- 
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第１章 中間レビュー調査の概要 
 
１－１ 背景 

ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）は、農業が国内総生産の 32％、農業従

事者が総人口の 61％、農産物が総輸出額の 17.5％を占めるといった ASEAN でも上位の農業国で

ある（2009 年度統計）。政府は国内の食料安全保障、経済を牽引する主産業の 1 つとして、また

貧困対策の観点から、農業の発展を重要視し、農業分野の課題として、①国内需要の充実、②外

貨獲得を目的とした農産品輸出促進、③農業開発による地方部の発展を掲げている。 
ミャンマーの地勢はエーヤーワディ川の河口にあたるデルタ地帯、中央部に位置する降水量が

少なく比較的乾燥した地域〔以下、中央乾燥地（Central Dry Zone：CDZ）〕、これらを取り囲む台

地山岳地帯、海岸線が延びる沿岸部と、大きく 4 つに分けることができ、それぞれの地域環境特

性に即した農業が展開されてきた。なかでも、CDZ は平均年間降水量が 700mm～1,000mm（デル

タ地帯では約 3,000mm）と周辺地域に比べて少雨であることに加え、降雨パターンの年次変動が

大きい。そのため、主に天水依存型農業を行っている CDZ での農業生産には、不安定さが常態化

している。 
このような環境の下、ミャンマー政府は CDZ に対して主に水稲を対象とした灌漑事業を計画・

実施してきた。しかし、当地域では、灌漑用の水資源が十分にあるとはいえないうえに、揚水ポ

ンプ使用等の稼働コストの負担が大きく、要水量が大きい水稲を対象とした灌漑開発の展開には

限界があることが認識されつつある。 
こうした農業生産の安定化を妨げる要因が多い CDZ においては、農業生産及び収入が安定せず、

貧困農家が多いとみなされている。今後、CDZ で農業開発を進め、農業生産の安定、農家の収入

向上を図るためには、当該地域の自然環境に適応可能な品種・栽培技術や限られた水資源を有効

活用するための技術の開発・導入が強く求められている。 
これらの背景に基づき、JICA は技術協力プロジェクト「CDZ における節水農業技術開発プロ

ジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）を 2013 年 11 月から 5 年間の予定で開始した。本

プロジェクトは、作物栽培技術や圃場管理技術の改善、節水灌漑技術の開発・普及を組み合わせ

て、CDZ の自然・社会環境に適した節水農業技術を開発することにより、パイロット地域におけ

る対象作物の生産量増大を図ることを目的とする。 
今回実施する中間レビュー調査は、プロジェクトの中盤を迎えるにあたって、現在までのプロ

ジェクト活動の実績及び成果を評価・確認し、プロジェクトが効果発現に向けて順調に実施され

ているかを検証するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言を導くことを目的とする。 
 

１－２ 目的 

 本合同中間レビュー調査の目的は、プロジェクト期間の中間点において、プロジェクト目標と

成果の達成度を確認・分析し、プロジェクトの残り期間の課題及び今後の方向性について確認し

たうえで、必要な提言を行うことである。合同中間レビュー調査の結果は、合同評価レポートと

して取りまとめられ、関係者間で内容を確認・合意する。 
 
１－３ 合同中間レビュー調査団の構成 

合同中間レビュー調査団（以下、「調査団」と記す）はミャンマー側と日本側のメンバーから
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なる。調査団の構成を表１－１に示す。 
 

表１－１ 合同中間レビュー調査団の構成 

【ミャンマー側】 
担当分野 氏 名 所 属 
団長 Dr. Nyi Nyi Assistant Director, Extension Division, Department of 

Agriculture, MoALI 
団員 Dr. Pau Sian Kam Assistant Research Officer, Department of Agriculture 

Research, MoALI 
 
【日本側】 

担当分野 氏 名 所 属 
総括/団長   和哉  鈴木  JICA 農村開発部 第一グループ次長 
団長代理 健一郎  小林  ミャンマー農業畜産灌漑省 農業農村開発アドバイザー 
節水灌漑技術 三澤 雄一朗 北陸農政局土地改良技術事務所 
研究協力 眞琴  河瀨  筑波大学 グローバル・コモンズ機構 国際交流支援部門長

圃場管理 直純  耳田  筑波大学 遺伝子実験センター 生命環境系 助教授 
協力企画 大城 華 JICA 農村開発部 第一グループ第一チーム 職員 
評価分析 浜田 哲郎 A&M コンサルタント（有） 

 
１－４ 調査日程 

ミャンマーでの現地調査は 2016 年 6 月 6 日から 2016 年 6 月 24 日にかけて実施した。現地調

査日程は以下のとおりである。 
 

月 日 日 程 参加者 宿 泊 

6 月 5 日 日 
【評価分析】 
成田⇒ヤンゴン 

  ヤンゴン 

6 月 6 日 月 
JICA ミャンマー事務所訪問 
ヤンゴン⇒ネピドー 

評価分析団員 ネピドー 

6 月 7 日 火 

ミャンマー側評価団員との打合せ 
プロジェクトマネジャー〔農業畜産灌漑省農

業局（Department of Agriculture：DOA）、農

業研究局（Department of Agricultural 
Research：DAR）〕面談 
ネピドー⇒ニャンウー 

評価分析団員、ミャ

ンマー側評価団員 
ニャンウー

6 月 8 日 水 

プロジェクト専門家との打合せ・ヒアリング

DOA、DAR ニャンウー事務所職員との面談

契約農家との面談 
ニャンウー研究圃場視察 
契約農家圃場視察 

同上 ニャンウー

6 月 9 日 木 
DOA、DAR ミンジャン事務所職員との面談

ミンジャン研究圃場視察 
同上 ニャンウー

6月 10日 金 
DOA、DAR マグウェイ事務所職員との面談

マグウェイ研究圃場視察 
同上 ニャンウー
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6月 11日 土 資料整理 同上 ニャンウー

6月 12日 日 

【評価分析】 
ニャンウー⇒ネピドー、書類整理 
【評価分析、団長以外】 
羽田⇒ネピドー 

― ネピドー 

6月 13日 月 

団内打合せ 
チーフアドバイザー面談 
イエジン農業大学視察 
シードバンク視察 
DOA 局長表敬訪問 

団長以外全団員、ミ

ャンマー側評価団

員 
ネピドー 

6月 14日 火 
第 1 回合同評価委員会 
計画局（Department of Planning：DOP）局長・

DAR 局長表敬訪問 
同上 ネピドー 

6月 15日 水 

ネピドー⇒ニャンウー 
プロジェクト専門家との打合せ 
DAR ニャンウー事務所訪問 
契約農家圃場及び FFS 視察 

同上 ニャンウー

6月 16日 木 
プロジェクト専門家面談 
DAR ミンジャン事務所視察 

同上 ニャンウー

6月 17日 金 

【研究協力、圃場管理、節水灌漑技術】 
DOA、DAR ミンジャン事務所視察 
【団長代理、評価分析、協力企画】 
書類整理 
【団長】 
成田⇒ヤンゴン 

全団員、ミャンマー

側評価団員 
（以下、団長代理か

ら団長へ引き継ぎ） 

ニャンウー

6月 18日 土 

【団長】 
ヤンゴン⇒ネピドー 
【団長以外】 
団内打合せ 
【全団員】 
第 2 回合同評価委員会 

同上 ニャンウー

6月 19日 日 
プロジェクト専門家との打合せ 
書類整理 

全団員 ニャンウー

6月 20日 月 
合同評価レポート（案）報告会（プロジェク

トチーム） 
ニャンウー⇒ネピドー 

全団員、ミャンマー

側評価団員 
ネピドー 

6月 21日 火 合同評価レポート作成 同上 ネピドー 
6月 22日 水 第 3 合同評価委員会、合同評価レポート署名 同上 ネピドー 
6月 23日 木 書類整理 ― ネピドー 

6月 24日 金 
第 4 回合同調整会議 
ネピドー⇒ヤンゴン⇒成田 

全団員、ミャンマー

側評価団員 
機中 

6月 25日 土 成田着 ―   
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１－５ 主要面談者 

 中間レビュー現地調査期間中の主要面談者は以下のとおりである（敬称略・順不同）。 
 

(1) 日本側面談者 
・プロジェクト長期専門家 

藤本 直也 チーフ・アドバイザー/乾燥地畑作物生産 
水谷 勝広 節水灌漑 
菊地 友 総合防除 
山田 大 業務調整 

・JICA ミャンマー事務所 
西形 康太郎 次長 
山崎 潤 主任調査役 

 
(2) ミャンマー側面談者 

Dr. Nyi Nyi Leader of Myanmar Mid-term Review Team 
Dr. Pau Sian Kam Member of Myanmar Mid-term Review Team 
Dr. Nwe Nwe Yin DAR Project Manager 
U Thura Soe DOA Project Manager 
Dr. Khin Mar Htay C/P for Coordination, DAR 
Daw Nilar Aung C/P for Coordination, DOA 
Daw Khin Htay Yi DOA, Township Manager, Nyaung Oo 
U Kyaw Phone Line DOA, Nyaung Oo Township, C/P  
Daw Mar Mar Cho DAR, Farm Manager in Nyaung Oo 
U Win Soe DAR, C/P, Nyaung Oo 
Daw Myint Thida DAR, C/P, Nyaung Oo 
Daw Thu Zar Aung DAR, C/P, Nyaung Oo 
Daw Tin Mar Than DAR, C/P, Farm Manager in Myingyan 
Daw San San Myint DOA, Township Manager in Myingyan 
U Nay Myo Aung DOA, Extension Staff in Myingyan 
Daw Moe Moe Zaw DAR, Staff in Myingyan 
U Myo Tun Tun DOA, Staff in Myingyan 
U Myo Thein  DOA, Deputy Staff Officer in Magway 
Daw Hla Hla Win DAR, Research Officer in Magway 
Daw Win Win Mar DAR, Senior Research Assistant in Magway 
Daw Than Than Nwe DAR, Senior Research Assistant in Magway 
U Moe Min Aung  DOA, Deputy Assistant Staff Officer 
U Naing Kyi Win DAR, Director General （Project Director） 
U Kyaw Min Oo DOP, Director General （JCC chairperson） 
U Lan Bo Contact Farmer in Nyaung Oo 
U Yang Aung Soe Contact Farmer in Nyaung Oo 
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U Shwe Toe Contact Farmer in Nyaung Oo 
U Hla Cho Contact Farmer in Nyaung Oo 

 
１－６ 合同中間レビューの手法  

プロジェクトの中間レビューは「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」に従って実施する。

調査団はプロジェクトを 3 つの断面、①実施プロセス、②達成度と進捗状況、③評価 5 項目の視

点（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）からレビューする。中間レビューのために

設定された質問と指標は付属資料 2. 合同評価レポート Appendix 3 の評価グリッドに記載されて

いる。 
データ収集のために、調査団はまず、文献調査を行い、続いて、プロジェクトに関係する農業

畜産灌漑省（Ministry of Agriculture Livestock and Irrigation：MoALI）職員、カウンターパート

（Counterpart：C/P）、ターゲット・グループ、中核農家（Contact Farmer：CF）や日本人専門家に

対して質問票とインタビュー調査を実施した。さらに、調査団はプロジェクト関係者（DAR や

DOA 職員）に対する聞き取り調査を行った。また、調査団は DAR 試験圃場と CF の圃場の視察

を行った。  
上記の調査結果に基づき、調査団は実施プロセスとプロジェクト進捗状況をレビューし、表１

－２に示す評価 5 項目に基づきプロジェクトをレビューした。 
 

表１－２ 評価 5 項目の基準 

基 準 内 容 

妥当性 「プロジェクト目標」「上位目標」は政府・実施機関・ターゲット・グループの
政策・ニーズと合致しているか。 

有効性 「アウトプット」（成果）によって「プロジェクト目標」がどこまで達成された
か。 

効率性 「投入」が「アウトプット」（成果）にどのようにどれだけ転換されたか。投入
の質、量、手段、方法、時期は適切か。 

インパクト プロジェクトが実施されたことにより生じる直接的、間接的な正負の影響。計
画当初に予測されなかった影響や効果も含む。上位目標達成の見込み。 

持続性 プロジェクト終了後もプロジェクト実施による効果が持続されるか。 
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第２章 プロジェクトの概要 
 
２－１ プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）は、プロジェクトの枠

組みを規定する文書である。PDM（Ver.0）の原案は 2012 年 12 月 20 日に署名された討議議事録

（Record of Discussions：R/D）に添付されている。PDM（Ver.1）は、原案の PDM（Ver.0）に設定

している指標に具体的な目標値を付すなどの修正を行い、2015 年 2 月 21 日に開催された第 3 回

合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）で公式に承認された（付属資料 2. 合同評価

レポート Appendix 4 参照）。今回の合同中間レビューは PDM（Ver.1）に基づき実施する。 
 

２－２ プロジェクトの枠組み 

PDM（Ver.1）に基づくプロジェクトの枠組みを表２－１に示した。 
 

表２－１ プロジェクトの枠組み 

(1) プロジェクトの範囲 
実施期間 2013 年 11 月から 5 年間 
プロジェクトサイト CDZの農業局試験圃場と3つのタウンシップ （ニャンウー、マグウェ

イ、ミンジャン） から選定された中核農家（CF）の圃場 
ターゲット・グループ ニャンウー乾燥作物研究センター、他の農業研究局（DAR）試験圃場、

3つのタウンシップの農業局支局（DOA） 

実施地域 ニャンウータウンシップ、ミンジャンタウンシップ、マグウェイタウ

ンシップ 

受益者（2005 年） 78,492 農家世帯： ニャンウー （25,713 世帯）、ミンジャン （32,607
世帯）、マグウェイ（20,172 世帯）  

実施機関 
（C/P 機関） 

農業畜産灌漑省（MoALI）DAR 
農業畜産灌漑省（MoALI）DOA 

 
(2) プロジェクトの概要 

プロジェクトの要約 外部条件 

上位目標 

CDZ（特に非灌漑地域）に適し

た節水農業技術が普及され、農

業収入が安定する。 

1. DOA による円滑な普及活動 
2. プロジェクトが薦める栽培技術がパイロットサ

イト以外の農家に受け入れられる。 
3. CDZ の主要作物の市場価格が暴落しない。 
4. 農村開発、貧困緩和政策の大幅な変更がない。

プロジェ

クト目標 
CDZに適した節水農業技術が

確立される。 
1. 灌漑局を含む政府機関の支援が継続する。 
2. DAR と DOA の円滑な連携が図られる。 

成果 1 新規・既存の作物からCDZに適

した有望品種が特定される。 
1. 深刻な病虫害が発生しない。 
2. 耕作・灌漑を妨げる極端な異常気象が発生しな

い。 
3. 種子・農業資材及び小規模灌漑のコストが急騰

しない。 
4. DARとDOAへの開発予算が削減されない。 

0. ベースライン調査を実施する。 
1-1 ベースライン調査の一環として、CDZ

の作物・品種に対する農家及び地域の

市場のニーズについて調査する。 
1-2 CDZ においてパイロットサイトと中

核農家（CF）を選定する。 
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1-3 ニーズ調査の結果を踏まえ、国内外の

農業研究機関が収集した作物と品種

の中から有望な作物と品種を選択す

る。 
1-4 ニャンウーの乾燥地作物研究センタ

ーにて、品種比較試験を実施する。 
1-5 DAR 試験農場と CF 圃場の双方で、適

応性検定試験を実施する。 

成果 2 
CDZの（社会経済・自然）環境

に合致する作物栽培方法が改善

される。 
2-1 地域での適応性検定試験の結果を基

に、CDZ に適した栽培技術を検討す

る。 
2-2 CF 圃場における試験を通じて、CDZ

に適した栽培技術を検証し、その栽培

マニュアル（普及資料）を作成する。

2-3 普及員とCFに対してCDZに適した栽

培技術を研修する。 

成果 3 

CDZの（社会経済・自然）環境

に合致する土壌環境（養分、保

水性等）を含めた圃場管理技術

が改善される。 
3-1 ベースライン調査の一環として、肥沃

度及び物理性の側面からプロジェク

トサイトの土壌調査を実施する。 
3-2 土壌肥沃度と物理性改善のための試

験を実施し、改善方法を検討する。 
3-3 農家が実施可能な土壌肥沃度及び物

理性の改善方法（土壌改良技術）を検

証する。 
3-4 CF 圃場での試験を通じて、土壌改良

技術の適応性を検証し、土壌改良マニ

ュアルを作成する。 
3-5 普及員とCFに対してCDZに適した土

壌改良技術を研修する。 

成果 4 
CDZのパイロットサイトに適用

可能な節水灌漑技術が開発され

る。 

前提条件 
プロジェクト実施に必要なC/Pが配置される。 

4-1 ベースライン調査の一環として、パイ

ロットサイト内の水資源や農家の水

利用を調査し、課題を特定する。 
4-2 ニャンウーの乾燥地作物研究センタ

ーと CF 圃場にて、CDZ に適用可能な

集水技術について検証を行う。 
4-3 ニャンウーの乾燥地作物研究センタ

ーと CF 圃場にて、CDZ の農家圃場で

適用可能な節水灌漑技術の検証を行

う。 
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4-4 上記の検証を通じて、CDZ で適用可能

な集水技術及び節水灌漑技術のガイ

ドライン/マニュアルを作成する。 
4-5 パイロットサイトの農家に適用可能

な節水栽培技術と節水灌漑技術を組

み合わせた方法を推奨する。 
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第３章 実施プロセス 
 
３－１ 実施管理体制 

 2012 年 12 月 20 日付 R/D の署名以降、プロジェクト運営管理のミャンマー側責任官庁の MoALI
は以下のように組織再編された。  
・農業計画局（DAP）は 2015 年に計画局（DOP）

に改組された。 
・灌漑局（ID）と水資源利用局は（WRUD）は 2016

年に灌漑水利用管理局（ Irrigation and Water 
Utilization Management Department：IWUMD）に

再編された。 
・2016 年に農業灌漑省、家畜飼育・漁業省、農業

組合省が統合して新たに MoALI が再編された。  
・図３－１は合同中間レビュー時のプロジェク

ト実施管理体制を示している。 
 
３－２ 運営管理と意思決定 

(1) JCC 会合 
2012 年 12 月 20 日署名の R/D に記載されているように、JCC 会合は表３－１に示した委

員で構成される。  
 

表３－１ JCC の機能と委員 

会合 JCC は以下の機能を果たすために必要が生じた際に開催する。 

機能 

・ プロジェクト年間活動計画を承認すること。 
・ R/D と上記の計画に従って、プロジェクトの全般的な進捗状況をモニター・レビューす

ること。 
・ プロジェクトの円滑な実施に関連する事項について議論すること。 

JCC 委員 

議長   DOP 総局長 

<ミャンマー側委員>：6 名 
・ DAR 総局長 
・ DOA 総局長 
・ IWUMD 
・ DAR 総局副局長 
・ DOA 総局副局長 

<日本側委員> 
・ JICA ミャンマー事務所長 
・ プロジェクトに派遣されている専門家 
・ JICA から派遣されている日本人で必要が

ある場合。 
* 日本大使館館員は JCC 会合にオブザーバーと

して出席可能。 
JCC は合同中間レビュー調査までに 3 回会合が開催された。JCC で議論された主要な議題を表 

３－２に取りまとめた。 
 
 
 
 

 
図３－１ プロジェクト実施管理体制
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表３－２ JCC 会合の主要議題 

日 付 主要議題 

1 回目：2014 年 1 月 24 日 
JCC 委員の任命 
プロジェクト要員の任命 
ターゲットエリア、ターゲット・グループ、受益者の定義 

2 回目：2014 年 3 月 13 日 各タウンシップの対象作物の決定 

3 回目：2015 年 2 月 21 日 

各タウンシップの対象作物の決定 
対象品種の決定 
指標設定を通じて PDM（Ver.1）の改定 
プロジェクト 活動のローリングプランの承認 

 
  第 1 回 JCC 会合では、「ターゲットエリア、ターゲット・グループ、受益者の定義」の議題に

おいて以下の事項が定義された。なお、これらは PDM（Ver.1）に記載されていない。 

上位目標の地域 
CDZ で行われた JICA 開発調査（2010 年）で特定されている類型Ⅰ、Ⅱ、Ⅲに

属する 27 タウンシップ  

直接的受益者 ターゲットエリアの CF と周辺農家（Neighboring Farmer：NF） 

間接的受益者 上位目標地域において畑作作物を栽培している農家 

 プロジェクトの運営管理において、効果的で迅速な行動のために、ターゲットエリアでプロジ

ェクト活動に従事している職員に権限を委譲することが望まれる。中央集権型の意思決定システ

ムはタイムリーで円滑な実施に常に効果的であるとは限らない。  
 

(2) 運営指導調査団の派遣 
プロジェクトの運営指導調査団が 2014 年 7 月 8 日～14 日まで派遣され、プロジェクトの

運営管理と活動について議論が行われた。その後、プロジェクトダイレクターの監督下、2014
年 8 月 19 日、プロジェクト関係者の間でフォローアップ会合が開催された。同会合でプロジ

ェクトの普及志向型の実施戦略を確認した。 
 
３－３ プロジェクト活動の実施体制 

 図３－２は 2015 年のプロジェクト活動の実施体制を示す。  
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プロジェクトダイレクター 全般的なプロジェクトの運営管理と実施に責任を有する。 

プロジェクトマネジャー 

プロジェクトの業務と技術的事項に責任を有する。 
四半期モニタリング会合（Quarterly Monitoring Meeting：QMM）

をニャンウーのプロジェクト事務所、もしくは DAR 本部で開催

する。QMM はプロジェクトの進捗をモニターするとともに、

四半期モニタリング報告書（QMR）をプロジェクトダイレクタ

ーとプロジェクトマネジャー所属の総局長に提出する。 
図３－２ プロジェクト活動の実施体制 

 
DAR 農業研究センターの実験圃場及びニャンウー、ミンジャン、マグウェイのタウンシップの

DOA 事務所がプロジェクト活動の拠点となる。プロジェクト事務所はニャンウーの乾燥作物研

究センターに置かれ、4 名の日本人専門家が同センターに勤務している。  
 

３－４ 普及活動（FFS：農家圃場学校） 

DOA タウンシップ事務所は、有望な農家＝CF を戦略的普及サービスの入り口としている。プ

ロジェクトはこの実施方法を継続し、CF と連携した農家圃場学校（Farmer Field School：FFS）ア

プローチを採用した。FFS に参加した農家をプロジェクトでは NF と表現している。プロジェク

トが採用した普及サービス（FFS）の実施の流れを図３－３で図解した。  
 
 
 

図３－３ FFS 実施の流れ 

 
FFS は 4 コマの講習（研修）から成り、各講習は CF の展示圃場で NF のためにプロジェクトに

よって開催される。図３－４に講習内容を図解した。 
 
 
 

 
図３－４ FFS の講習内容 

CP TG CF NF 
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20 名から 30 名の NF が FFS の各講習に出席し、ここで改良農業技術の普及と投入・資料の配

付が行われる。 
 

３－５ コミュニケーションと情報共有 

 JCC 会合のもと、以下の会合が開催され、プロジェクト活動の円滑な実施と関係者間の情報共

有が図られている。  

表３－３ コミュニケーション・情報共有を目的とした会合のタイプ 

会合タイプ 内 容 

週別会合 
定例会合はニャンウーの DAR と DOA からの参加を得て毎週開催されてい

る。会合ではプロジェクト活動のスケジュールと進捗を確認している。新技

術は参加者が知識と経験を互いに補完できるような方法で確認している。 

月例モニタリン

グ会合 （Monthly 
Monitoring 
Meeting：MMM） 

MMM はプロジェクト事務所で開催され、本部の DAR プロジェクトマネジ

ャー、調整・モニタリング担当 C/P（2 名）に加えて、ミンジャンとマグウ

ェイの DAR/DOA 職員（例：普及員） が参加し、プロジェクト進捗と事務

的準備を確認する。会合は情報共有だけでなく現地研修として機能してい

る。MMM は 2014 年に参加者の技術スキルを向上させる研修であったが、

2015 年から農家に普及するために試験圃場間で展示圃場会（フィールドデ

イ）の開催を持ち回りしている。 

四半期モニタリ

ング会合 
（QMM） 

QMM は四半期ごとに、プロジェクトマネジャーを招へいしてプジェクト事

務所で開催される会合である。圃場の視察を含むプロジェクトの進捗を確認

し、プロジェクトの円滑な実施に関して懸案事項があれば協議する。同時に、

情報共有のために、QMM 報告書が JCC の委員に配付される。  
 
３－６ 技術移転の手法 

プロジェクトは国内研修と能力構築を通じて、C/P、ターゲット・グループ、CF に対して技術

移転を行っている。このために、表３－４で示した国内研修と能力構築の 4 タイプが活用されて

いる。  
 

表３－４ 国内研修と能力構築のタイプ 

No. タイプ 定 義 事 例 

1 研修コース これは国内で企画される連続的な研修

を指す。 
・ 2014 年度の月例研修（MT）と

2015 年度の MMM 

2 ワークショップ

（WS） 

これはプロジェクトマネジャーと C/P
と特別な事案について協議する、ある

いはプロジェクトに関連する経験やア

イデアを説明する機会を指す。 

・ ベースライン調査と準備 WS 
・ 2014 年 2 月開催の年間実施計画

（Annual Plan of Operation：APO）
WS 

・ QMM 

3 業務会合 
これはプロジェクトダイレクターや

JCC の委員と特別な事案や運営管理の

事項に関して協議する機会を指す。 

・ キック・オフ 会合 
・ フォローアップ会合 
・ JCC  

4 
オン・ザ・ジョ

ブ・トレーニン

グ（OJT） 

これはサイト訪問などを含むさまざま

なタイプである。企画された研修から

ブレインストーミングまで幅広い職員

の研修活動を指す。 

・ 展示圃場会 
・ 2014 年度の PC 研修 
・ 種子の現地検査 
・ 種子の増殖 
・ 気象データの記録 
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第４章 計画の達成度 
 
４－１ 投入 

  ミャンマー側と日本側からの投入の詳細は、それぞれ、付属資料 2. 合同評価レポート Appendix 5・
Appendix 6 に記載した。ミャンマーと日本の予算年度は 4 月 1 日から開始し翌年 3 月末に終了する。 
 

(1) ミャンマー側からの投入 
ミャンマー側からの投入の概要を表４－１に示した。 

 
表４－１ ミャンマー側からの投入概要 

人材配置 

プロジェクトダ

イレクター 

Dr. Thein Lwin（DAR 総局長）2013.11.8～2014.9.12 
Dr. Ye Tint Tun（DAR 総局長）2015.5.15～2016.2.26 
U Naing Kyi Win（DAR 総局長）2016.2.26～現在 

プロジェ

クトマネ

ジャー 

DAR 

Dr. Nwe Nwe Yin（Director, Soil/ Water Utilization and Agricultural 
Engineering）2013.11.8～2014.9.9 
Dr. Nwe Nwe Yin（Director, Biotechnology, Plant Genetic Resources and 
Plant Protection）2014.9.9～現在 

DOA 

Dr. Kyi Myint（普及局長）2013.11.8～2014.1.19 
U Aye Ko Ko（普及局長）2014.1.25～2015.4.10 
U Hla Myint Aung（普及局長）2015.9.10～2016.2.26 
U Thura Soe （普及局長兼園芸・バイオ技術局長）2016.2.26～現在 

C/P 配置 
 （25 名） 

DAR（11） 本部 7 名、地方事務所 4 名   
DOA（14） 本部 1 名、地方事務所 13 名 

 JCC  

議

長  DOP 総局長 
U Hla Kyaw 2013.11.8～2014.7.17 
Dr. Tin Htut 2014.8.29～2016.2.20 
U Kyaw Min Oo 2016.2.20～現在 

委

員 

DAR 
（1） 

Dr. Aung Kyi 2013.11.8～2014.3.14 
Dr. Ye Tint Tun 2014.3.14～2014.9.15 
Dr. Ye Tint Tun 2014.9.15～2015.5.15 
Daw Tin Tin Myint 2015.6.08～現在 

DOA 
（3） 

U Kyaw Win 2013.11.8～2015.5.2 
U Kyaw Shwe 2015.5.2～2016.2.26 
Dr. Ye Tint Tun 2016.2.26～現在 
U Aye Ko Ko 2015.4.10～現在 
U Hla Myint Aung 2016.2.26～現在 

IWUMD 
（1） 

U Kyaw Myint Hlaing（ID） 2013.11.8～2016.2.20 
U Kyaw Min Oo（WRUD） 2013.11.8～2015.1.16 
U Kyaw Min Oo（WRUD） 2015.1.16～2016.2.20 
U Kyaw Myint Hlaing 2016.2.20～現在 

土地、建

物、執務

室、施設 

執務室 

DAR ニャンウー 

プロジェクト事務所 
事務スペース 専門家作業場 
倉庫 種子保管、農業資機材、農業機械 
試験及び種子生産圃場 圃場試験と種子増殖 
乾燥場 圃場試験と種子増殖の収穫後処理 
会議場 DAR 本部 kick-off 会合、JCC  
種子生産圃場（ゴマ） DAR マグウェイ 圃場試験と種子増殖 

予算支出 
2013 Kyat 166,467,000 <現物の供与>： 高熱水料、ベースラインとエンドライ

ン調査、その他 （Tel/fax、整地、ジーゼル） 2014 Kyat 196,739,000 
2015 Kyat 260,365,600 
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(2) 日本側からの投入 
日本側からの投入の概要を表４－２に示した。 
 

表４－２ 日本側からの投入概要 

専門家派遣 
（5 名） 

長期専門家

（5 名） 

松本 満夫、チーフ・アドバイザー /乾燥地畑作物生産：2013.11.3～
2015.11.3 
藤本 直也、チーフ・アドバイザー/乾燥地畑作物生産：2015.11.5～現在

水谷 勝広、節水灌漑技術：2013.11.3～現在 
菊池 友、総合防除：2013.11.3～現在 
山田 大、業務調整：2013.10.27～現在 

短期専門家 派遣されていない。 
本邦/第三国研修 実施されていない。  

機材供与 携行機材 USD 102,946  及び Kyat 21,603,000 
供与機材 USD 184,938 

施設改修等 USD 80,000 及び Kyat 54,952,500 

在外事業強化

費* 

2013 合計： Kyat 243,562,996 = JPY 25,623,112= USD 252,586 
2014 合計： Kyat 385,893,388 = JPY 42,950,158= USD 392,988 
2015 合計： Kyat 236,630,000 = JPY 24,658,215= USD 186,486  

*各年度の合計金額は、携行機、供与機材、施設改修等を含む数値である。各通貨（Kyat、JPY、USD）への換算

は JICA 為替レートを使用した。 
 
４－２ 活動 

(1) 全般的状況 
調査団は実際のプロジェクト活動と活動計画 （PO）、さらに第 3 回 JCC で承認されたロー

リングプランを比較した。プロジェクトは実施プロセスにおいて、いくつかの制約要因と困

難性に直面したが、円滑なプロジェクトの実施に向けて、ミャンマー側とプロジェクト側の

努力により克服してきた。その結果、付属資料 2. 合同評価レポート Appendix 7 に示したよ

うに、プロジェクト活動は全般的に順調に進捗しており、著しい遅れは確認されていない。  
 
(2) 成果の進捗状況 

成果を産出するための活動の進捗状況を表４－３に示した。 
 

表４－３ 成果に対する活動の進捗状況 

成果 1：新規・既存の作物から CDZ に適した有望品種が特定される。 
活 動 進捗度 進捗状況 

1-1 ベースライン調査の一環とし

て、CDZ の作物・品種に対する農

家及び地域の市場のニーズにつ

いて調査する。 

終了 

調査は 2014 年 2 月に終了。作物と品種に対

する農家及び現地市場の選好を特定した。対

象作物の市場価格は 2014 年 2 月に調査した。

1-2 CDZ においてパイロットサイ

トと CF を選定する。 
計画どお

り進捗中

パイロットサイトと CF は DOA タウンシッ

プ事務所によって選定された。  
1-3 ニーズ調査の結果を踏まえ、国

内外の農業研究機関が収集した

作物・品種の中から有望な作物・

品種を選択する。 

終了 

各タウンシップの対象作物（落花生、キマメ、

ゴマ、リョクトウ） が特定され、第 3 回 JCC
で承認された。また、有望品種は DOA と協

議のうえ、特定され第 3回 JCCで承認された。
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1-4 ニャンウーの乾燥地作物研究セ

ンターにて、品種比較試験を実施

する。 

計画どお

り進捗中

34 種の落花生と 24 種のキマメの品種比較試

験が 2014 年に実施された。  

1-5 DAR 試験農場と CF 圃場の双方

で、適応性試験を実施する。 計画どお

り進捗中

DAR 試験農場での適応性試験は 2014 年末に

終了した。CF での適応性試験の数は 100 件

に達した。  
 
成果 2：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する作物栽培方法が改善される。 

活 動 進捗度 進捗状況 
2-1 地域での適応性検定試験の結果

を基に、CDZ に適した作物栽培技

術を検討する。 
終了 

栽培技術（根粒菌接種、種子更新、播種量、

播種時期）は特定された。 

2-2 CF 圃場における試験を通じて、

CDZ に適した栽培技術を検証し、

その栽培マニュアルを作成する。 

おおむね

終了 

第 3 回 JCC で承認された FFS（試験）を通じ

て、作物栽培技術を普及し検証した。普及材

料は作成し使用されている。 
2-3 普及員と CF に対して CDZ に適

した作物栽培の研修を実施する。 
計画どお

り進捗中

月例研修と FFS の開催を通じて、普及員と

CF は研修を受けた。  
 
成果 3：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する土壌環境（養分、保水性等）管理を含めた

圃場管理技術が改善される。 
活 動 進捗度 進捗状況 

3-1 ベースライン調査の一環とし

て、肥沃度及び物理性の側面から

プロジェクトサイトの土壌調査

を実施する。 
おおむね

終了 

調査は 2013 年 8 月に終了した  （Data 
Collection Survey Report）。 土壌分析報告書

は作成された。ターゲットエリアの 2003～
2014 年の雨量データ（日ごと）を入手し分析

した。2015 年 1 月に気象観測所と土壌水分量

センサーを設置した。 
3-2 土壌肥沃度及び物理性改善のた

めの試験を実施し、改善方法を検

討する。 
終了 

多目的樹種（Gliricidia）を特定し、緑肥、土

壌改善手法の開発、防風効果の試験を行った

うえで、普及を開始した。 
3-3 農家が利用可能な土壌肥沃度及

び物理性の改善手法（土壌改良技

術）を検証する。 終了 

緑肥効果を含む Gliricidia の長所を DAR ニ
ャンウー試験圃場で検証した。普及計画（ロ

ーリングプラン）は 策定され、第 3 回 JCC
で承認された。  

3-4 CF 圃場での試験を通じて、土壌

改良技術の適応性を検証し、土壌

改良マニュアルを作成する。 おおむね

終了 

Gliricidia は第 3 回 JCC で土壌改良技術とし

て承認された。Gliricidia の普及マニュアル

（FFS） は作成された。種苗場は、農家に配

付するために、2014 年に 3 カ所の DAR 試験

圃場に整備された。 
3-5 普及員と CF に対して CDZ に適

した土壌改良技術を研修する。 
計画どお

り進捗中

月例研修と FFS の開催を通じて、普及員と

CF は研修を受けている。 
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成果 4：CDZ のパイロットサイトに適用可能な節水灌漑技術が開発される。 
活 動 進捗度 進捗状況 

4-1 ベースライン調査の一環とし

て、パイロットサイト内の水資源

や農家の水利用を調査し、課題を

特定する。 
終了 

ターゲットエリアの水資源と水利用に関す

る調査は終了し、ベースライン調査報告書と

データ収集調査報告書としてまとめられた。

また、ターゲットエリアの試みは“Water 
Resources and Utilization in the Central Dry 
Zone of Myanmar”に記述されている。 

4-2 ニャンウーの乾燥地作物研究セ

ンターと CF 圃場にて、CDZ に適

用可能な集水技術について検証

を行う。 

おおむね

終了 

適用可能な集水技術（管井戸、集水池、ルー

フタンク、土盛り、溝）は 3 カ所の DAR 試

験圃場に展示されている。 

4-3 ニャンウーの乾燥地作物研究セ

ンターと CF 圃場にて、CDZ の農

家圃場で適用可能な節水灌漑技

術の検証を行う。 

おおむね

終了 

適用可能な節水灌漑技術 （スプリンクラー、

点滴灌漑、グリーンマルチ） は特定され、3
カ所の DAR 試験圃場に展示されている。 

4-4 上記の検証を通じて、CDZ で適

用可能な集水技術及び節水灌漑

技術のガイドライン/マニュアル

を作成する。 

計画どお

り進捗中

研修教材は作成され、2014 年の月例研修で使

用された。集水技術と節水技術の普及資料と

ガイドラインは作成された。  

4-5 パイロットサイトの農家に適用

可能な節水栽培技術と節水灌漑

技術を組み合わせた方法を推奨

する。 

計画どお

り進捗中

C/P とターゲット・グループと相談のうえ、

CF 圃場の展示場は特定された。ターゲットエ

リアでの集水技術と節水灌漑技術の組み合わ

せの事例研究を計画している。 
 
４－３ 成果物 

プロジェクト活動と成果産出の実施プロセスにおいて、多種多様な報告書、資料、普及マニュ

アルが作成され、ターゲット・グループ、CF、NF によって幅広く受け入れられている。プロジ

ェクト成果物のリストを付属資料 2. 合同評価レポート Appendix 8 に示した。 

４－４ 成果の達成度 

各成果の達成度は、それぞれの成果に設定された指標の達成状況によって測定される。各成果

の達成度を表４－４に記述した。 
 

表４－４ 成果の達成度 

成果 1：新規・既存の作物から CDZ に適した有望品種が特定される。 
指 標 達成度 達成状況 

1-1 プロジェクト開始後半

年以内にベースライン調

査が実施され、地域農産物

に対する消費者のニーズ

が明らかになる。 

達成済み 

ベースライン調査とマーケット価格調査は 2014 年

1 月と 9 月に終了した。それぞれ、“Baseline Survey 
Report”と“Market Price Survey Data”としてまと

められている。  

1-2 消費者ニーズを踏まえ

てプロジェクトが推奨す

る既存・新規を含めた作物

と同有望品種が 10％以上

の抽出農家により採択さ

れる。 

計画どお

り進捗中 

優良品種の種子受領者（CF 及び NF） 
2014 年：26 名  
2015 年：818 名  
2016 年：126 名（2016 年 3 月 31 日）合計：970 名

ニャンウー、ミンジャン、マグウェイ TS の抽出農

家数は 78,492 農家 （受益者） （970/78,492=1.2％）



－17－ 

1-3 消費者ニーズを踏まえ

てプロジェクトが推奨す

る既存・新規を含めた作物

と同有望品種の販売によ

り、抽出農家の平均売上高

が 10％以上増加する。 
計画どお

り進捗中 

CF の優良品種の平均農業粗所得（Kyat/ acre）を以

下の表に示した。  

TS  作 物  開始前 2015 年

ニャンウー 
落花生 180,528 423,793
キマメ 241,120 498,294
リョクトウ 341,541 513,333

ミンジャン 落花生 220,687 415,228
ゴマ 208,613 314,587

マグウェイ 
落花生 312,794 558,588
ゴマ 360,471 559,053

 
成果 2：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する作物栽培方法が改善される。 

指 標 達成度 達成状況 
2-1 選定された既存・新規の

作物と同有望品種に対し

て、CDZ に適した栽培技

術が確立され、DAR 試験

圃場で延べ 2 回（年 2 回）

実施される。 

おおむね

達成 

DAR 試験圃場での試験栽培数は以下のとおり。 
（Ny+My+Mg=合計） 
2014 年：1+0+0=1 回 
2015 年：1*+0+0=1 回   合計：2 回 
*落花生栽培：スプリンクラーを使用し、1 穴に 1 粒の播種

密度。 

2-2 栽培技術のマニュアル

が作成される。 
おおむね

達成 

以下の各対象作物の栽培技術マニュアルが作成さ

れた。（修正予定） 
1. 落花生の普及資料（FFS）  
2. ゴマの普及資料（FFS）  
3. キマメの普及資料（FFS）  
4. リョクトウの普及資料（FFS）  

2-3 マニュアルに準拠した

栽培技術を実践できる普

及員が 30 名以上養成され

る。 

計画どお

り進捗中 

研修を受けた普及員数は以下のとおり。 
（Ny+My+Mg=合計） 
2014 年：12+4+5=21 名 
2015 年：3+1+1=5 名 合計：26 名（26/30=87％）

2-4 マニュアルの内容が CF
圃場で延べ 100 回（年 1 回

以上）以上検証される。 計画どお

り進捗中 

中核農家圃場での検証実験数は以下のとおり。 
（Ny+My+Mg=合計） 
2014 年：18+4+4=26 回 
2015 年：15+8+8=31 回 
2016：6 回      合計：63 回/100 回（63％）

2-5 抽出農家の 10％以上が

マニュアルに準拠した栽

培技術を実践する。 
計画どお

り進捗中 

栽培技術を実践した農家数は以下のとおりであ

る。 
（農家数 =対象作物の FFS + 種子交換） 
2014 年：1,216 世帯 
2015 年：2,390 世帯 
2016 年：201 世帯 
合計：3,807 世帯/7,849 世帯（49％）  
（7,849 世帯：3 つの TS の全農家数の 10％） 
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成果 3：CDZ の（社会経済・自然）環境に合致する土壌環境（養分、保水性等）管理を含めた

圃場管理技術が改善される。 
指 標 達成度 達成状況 

3-1 プロジェクト開始後半年以

内にベースライン調査が実

施され、対象地域の土壌条件

が明らかにされる。 

おおむね 
達成 

“Data Collection Survey Report”は 2013 年 8
月に取りまとめられた。さらに、以下の報告書

が作成された。 
1. Climate in the Target Area  
2. A Soil Condition in Project Site 

3-2 CDZ に適した土壌改良技

術が確立される。 達成済み Gliricidia（多目的樹種）適用による土壌改良技

術が特定された。 
3-3 土壌改良技術マニュアルが

作成される。 
おおむね 
達成 

Gliricidia 普及マニュアル（FFS）が作成され、

使用されている。（修正予定）  
3-4 マニュアルに準拠した土壌

改良技術を実践できる普及

員が 30 名以上養成される。 
計画どおり

進捗中 

研修を受けた普及員数は以下のとおりである。

（Ny+My+Mg=合計） 
2014 年：10+4+5=19 名 
2015 年：0+1+1=2 名 
合計：21 名（21/30=70％） 
注：指標 2-3 の差異はリョクトウの普及員数

である。 
3-5 マニュアルの内容が CF 圃

場で延べ 100 回（年 1 回以上）

以上検証される。 計画どおり

進捗中 

CF 圃場で実施された検証試験の数は以下のと

おりである。 
（Ny+My+Mg=合計） 
2014 年：11+0+0=11 名 
2015 年：12+8+8=28 名 
合計：39 名（39/100=39％） 

3-6 抽出農家の 2％以上がマニ

ュアルに準拠した土壌改良

を実践する。 
計画どおり

進捗中 

The number of farmers who adopted the 
technologies 
（農家数=土壌改良の FFS + FD）  
2014 年：11 名 
2015 年：588 名 
合計：599 名（599/1,570＝38％）  
（1,570 農家：3 つの TS の全農家数の 2％） 

 
成果 4：CDZ のパイロットサイトに適用可能な節水灌漑技術が開発される。 

指 標 達成度 達成状況 
4-1 パイロットサイトの水資源

と農家の水利用の実態調査

報告書が作成される。 達成済み 

調査は終了し以下の報告書が作成された。 
1. Baseline Survey Report 
2. Data Collection Survey Report 
3. Water Resources and Utilization in the Central 

Dry Zone of Myanmar 
4-2 集水技術と節水灌漑技術の

ガイドライン /マニュアルが

作成される。 おおむね 
達成 

3 カ所の DAR 圃場と 1 カ所の CF の圃場にお

いて展示を行った。それらの分析と教訓を踏ま

え、以下のガイドライン（普及マニュアル）と

普及資料がドラフトされている。  
1. Extension material for “Water-harvesting and 

water saving technology” 
2. Extension Scheme 

4-3 節水栽培技術と節水灌漑技

術を組み合わせた方法の提

案書が作成される。 
計画どおり

進捗中 

提案書を作成するにあたって、C/P とターゲッ

ト・グループを協議し、節水栽培技術と節水灌

漑技術の組み合わせ方法を示す展示圃場を特

定した。  
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４－５ プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標の達成度は設定された指標の達成状況によって測定される。プロジェクト目

標の達成度を表４－５に記述した。 
 

表４－５ プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標：CDZ に適した節水農業技術が確立される。 
指 標 達成度 達成状況  

1. 本プロジェクトで開発さ

れた節水農業技術がプロ

ジェクトサイトの農家

15％に導入され、1 作以上

実施される。 おおむね

達成 

節水農業技術を紹介した延べ参加者数は以下のと

おりである。 
（数値=対象作物の FFS + 種子交換 + 土壌管理の

FFS + 展示圃場会） 
2014 年：1,227 名 
2015 年：3,177 名 
2016 年：201 名 
合計：4,605 名/11,774 農家（39％） 
 （111,774 は 3 つのタウンシップの農家数の 15％）

2. プロジェクトサイトにお

いて、本プロジェクトで

開発した節水農業技術を

活用した農家の作物収量

が 10％増加する。 
おおむね

達成 

CF の対象作物の平均収量 （kg/acre）は以下のとお

りである。 

TS  作 物  開始前 2015 年 

ニャンウー

落花生 292 405 
キマメ 447 382 
リョクトウ 459 436 

ミンジャン
落花生 357 388 
ゴマ 136 221 

マグウェイ
落花生 506 827 
ゴマ 235 263 

不規則の雨量の天水農業は潜在的な脅威である。 
3. プロジェクトサイトにお

いて、本プロジェクトで

開発した節水農業技術を

経 験 し た 農 家 の 6 割

（60％）が有効だと評価

する。 

おおむね

達成 

CF と NF から節水農業技術が有効と評価された割

合は以下のとおりである。 
2014 年：100％ 
2015 年：82％ 
平均：91％ 
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第５章 評価５項目によるレビュー 
 
５－１ 妥当性 

  プロジェクトの妥当性は「高い」。 
(1) 政策の優先度 

1) ミャンマー政府の開発政策 
2011 年から 2031 年までの 20 カ年長期の国家基本開発計画（National Comprehensive 

Development Plan：NCDP）に基づき、第 2 次 5 カ年計画（2016/17～2020/21） が策定され

た。この計画は、工業化のプロセスを通じて高い現地の生産性を確保するために、公的セ

クターと民間セクターへの投資を促進させ、経済成長を増大させることを目的としている。

そのため、計画では農業を優先分野の 1 つして焦点を当てている。農業開発はアグロ産業

の統合と農村と都市の相互連携を通じて成し遂げられる。こうした計画内容から判断して、

プロジェクトはミャンマー政府開発戦略と適合しているといえる。 
2) ミャンマーに対する日本の援助基本政策 

日本政府は 2012 年に対ミャンマー援助政策を見直し、3 つの重点分野の 1 つとして、少

数民族と貧困層、さらに農業と農村開発への支援を含む住民の生計向上に焦点を当ててい

る。このことから、プロジェクトは日本の援助政策の優先事項と合致しているといえる。  
 

(2) 受益者とターゲット・グループのニーズ 
1) 受益者  

受益者は中央乾燥地のニャンウー、ミンジャン、マグウェイのタウンシップの農家世帯

と定義されている。CDZ の農家の所得は、不規則な雨量の環境下での天水農業に依存して

いることから不安定である。結果として、国内の貧困多発地域の 1 つとして見なされてい

る。それゆえに、受益者は安定的で持続的な農業生産に関連する技術への強い要求がある。 
2) ターゲット・グループ 

ターゲット・グループは 3 カ所の DAR 試験圃場の職員とニャンウー、ミンジャン、マ

グウェイの DOA タウンシップ事務所の職員である。プロジェクト活動は MoALI の 3 つの

主要目的、すなわち①高収量で良質な種子の生産と提供、②研修と教育の提供、③調査研

究活動を含んでいる。このことから、プロジェクトはターゲット・グループのニーズに合

致しているといえる。 
 

(3) 方法論 
プロジェクトは節水農業技術を構築し、上位目標を達成するために普及サービス制度を整

備するように設計されている。この目的に向けて、プロジェクトは、継続してプロジェクト

効果を普及していくために、以下の 3 つのアプローチを採用している。 
 

<既存技術の改良>：プロジェクトは、新しい技術を開発するのでなく、ターゲットエリアの

既存技術を改良することで節水農業技術を構築することをねらっている。 
 

<普及サービスシステムの継続>：プロジェクトは DOA タウンシップ事務所が実践してきた

普及サービスに準拠して FFS を運営している。 
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<CDZ のアグロ・環境の条件の研究>： ターゲットエリアは、①雨量、分布、パターン、②

適正作物と品種、③作物カレンダーなどの CDZ の異なる条件に基づき選定されている。 
 

上記の事項から判断して、プロジェクトが採用した方法論は上位目標（CDZ での農業所得

の安定）を達成するための手段として適切であると思料できる。 
 
５－２ 有効性 

  プロジェクトの有効性は「高い」。  
(1) プロジェクト目標達成の見込み 

各指標の達成度を勘案すれば、プロジェクト目標はプロジェクト終了までに達成される見

込みである。各指標達成の見込みは表５－１に記載した。 
 

表５－１ プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクト目標：CDZ に適した節水農業技術が確立される。 
指 標 予 見 達成の見込み 

1. 本プロジェクトで開発され

た節水農業技術がプロジェ

クトサイトの農家 15％に

導入され、1 作以上実施さ

れる。 

達成が見

込まれる

既に指摘したように、農家 15％ は 11,774 農家で

あるが、これまで農家数 4,605 （数値目標の 39％）

はカバーされ、農家数 7,169 は残りの期間で FFS、
展示圃場会、種子交換制度を通じてカバーされる

予定である（毎年 2,390 農家）。   
2. プロジェクトサイトにおい

て、本プロジェクトで開発

した節水農業技術を活用し

た農家の作物収量が 10％
増加する。 

達成が見

込まれる

プロジェクトサイトの 2015 年の各対象作物の平均

収量 （kg/acre） は既に目標収量（10％増加）を超

えている。しかし、ターゲットエリアでは不規則

な雨量がつきものであることから、毎年、作物収

量をモニターする必要がある。  
3. プロジェクトサイトにおい

て、本プロジェクトで開発

した節水農業技術を経験し

た農家の 6 割（60％）が有

効だと評価する。 

達成が見

込まれる

既に指摘したように、2014 年と 2015 年にインタビ

ューした農民の 91％ は、FFS を通じて普及した技

術が効果的であると評価している。残りの期間に

おいても、農家から肯定的な反応が得られるよう

に、プロジェクトの努力が継続的に必要である。 
 
(2) 成果とプロジェクト目標の論理的整合性 

成果とプロジェクト目標の間の論理的整合性は確保されており、図５－１に示したように

論理的に結合している。 
 

 
図５－１ 成果とプロジェクト目標の論理的整合性 

プロジェクト目標

節水農業技術が確立される

成果 2 成果 3 成果 4
作物栽培技術が改善される 圃場管理技術が改善される 節水灌漑技術が開発される

成果 1
作物とその有望品種が特定
される
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(3) プロジェクト目標達成のための外部条件 
外部条件の実現状況については表５－２に記述した。 
 

表５－２ プロジェクト目標達成のための外部条件の実現状況 

外部条件 実現状況 
1. 深刻な病虫害が発生しない。 外部条件は現在も有効であり、今

後も満たされる可能性が極めて高

い。ただし、不規則な気象条件に

ついて予測することは困難。  

2. 耕作・灌漑を妨げる極端な異常気象が発生しない。 
3. 種子・農業資材及び小規模灌漑のコストが急騰しない。

4. DARとDOAへの開発予算が削減されない。 
 

2014 年、ターゲットエリアの年間雨量は過去 10 年間の 低レベルとなり、おそらく収量

が減少したと思われる。 
 

(4) 貢献要因と阻害要因 
1) 貢献要因 
・ 以下がプロジェクト目標を達成するうえでの主要な貢献要因である。  
・ 実施機関の幹部職員の指導力と積極的な態度 
・ 畑作作物の重要性と種子生産の必要性の認識 
・ C/P 及びターゲット・グループの熱意と規律 （時間厳守） 
・ 成果 4 の産出のための技術 C/P の DAR 本部からニャンウー試験圃場への人事異動   
・ FD と FFS を通じた DAR と DOA の連携・協力 
・ モチベーションの高い CF と NF の存在 

2) 阻害要因 
以下がプロジェクト目標を達成するうえでの主要な阻害要因である。 

・ 稲作に比較して国家農業政策の畑作作物の低い優先度 
・ 研修を受けた C/P 及びターゲット・グループの頻繁な人事異動 
・ 不十分な普及員の移動手段と旅費 
・ 専任の C/P 及びターゲット・グループの不在 

 
５－３ 効率性 

プロジェクトの効率性は「高い」。 
 
(1) 成果達成の見込み 

活動はそれぞれの成果を産出できるように適切に設定されている。ベースライン調査での

受益者のニーズの認識を受け、成果 1 の活動には含まれていないが、プロジェクトは優良種

子の増殖と CF への配付を行ってきた。この活動はプロジェクト目標達成に大きく貢献する

とともに、FFS で農家の参加を促進する入り口として役立っている。 
成果達成の見込みについては表５－３に記載した。 
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表５－３ 成果達成の見込み 

成 果 予 想 達成の見込み 
成果 1：新規・既存の作物

からCDZに適した有望品種

が特定される。 
 
 

達成が見

込まれる 

以下の対象作物と優良品種は第 3 回 JCC で承認され

た。 
（1）落花生：Sinpadaethar 11 and Sinpadaethar 6 
（2）ゴマ：Sinyadanar 3 
（3）キマメ：Shwe dinga and Yezin 10 
（4）リョクトウ：Yezin 14 

合同中間レビューの時点での成果 1 の指標の達成状

況を以下に示した。 
指標 1-1：達成済み 
指標 1-2：計画どおり進捗中 
指標 1-3：達成済み 
指標 1-4：計画どおり進捗中 

成果 2：CDZの（社会経済・

自然）環境に合致する作物

栽培方法が改善される。 
 

達成が見

込まれる 

栽培技術として根粒菌の配付はローリングプランの

一部として第 3 回 JCC で承認された。合同中間レビ

ューの時点での成果 2 の指標の達成状況を以下に示

した。 
指標 2-1：おおむね達成 
指標 2-2：おおむね達成 
指標 2-3：計画どおり進捗中 
指標 2-4：計画どおり進捗中 
指標 2-5：計画どおり進捗中 

成果 3：CDZの（社会経済・

自然）環境に合致する土壌

環境（養分、保水性等）管

理を含めた圃場管理技術が

改善される。 達成が見

込まれる 

土壌管理技術として Gliricidia の苗木の配付はロー

リングプランの一部として第 3 回 JCC で承認され

た。合同中間レビューの時点での成果 3 の指標の達

成状況を以下に示した。 
指標 3-1：おおむね達成 
指標 3-2：達成済み 
指標 3-3：おおむね達成 
指標 3-4：計画どおり進捗中 
指標 3-5：計画どおり進捗中 
指標 3-6：計画どおり進捗中 

成果 4：CDZのパイロット

サイトに適用可能な節水灌

漑技術が開発される。 

達成が見

込まれる 

開発された技術 （集水と節水）と普及方法はローリ

ングプランの一部として第 3 回 JCC で承認された。

合同中間レビューの時点での成果 4 の指標の達成状

況を以下に示した。 
指標 4-1：達成済み 
指標 4-2：おおむね達成 
指標 4-3：計画どおり進捗中 

節水栽培技術と節水灌漑技術を組み合わせた手法は、

今後設定される展示圃場で特定されることが期待で

きる。 
 

(2) 成果達成のための外部条件 
PDM（Ver.1）には成果達成のための外部条件は設定されていない。 

 
(3) 実施プロセス 

実施プロセスは、プロジェクト初期段階での手続き上の遅延を除いて、おおむね効率的で
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あり満足できる状況である。 
・JCC は、合同中間レビューまでに効果的に 3 回開催されており、実施機関と連携して重要

な決断を下している。一方で、JCC 議長や委員が頻繁に交代している。  
・DAR プロジェクトマネジャー、DAR 調整担当の C/P、DOA 調整担当の C/P は交代してお

らず、2 名の調整担当 C/P はニャンウーで開催されている QMM に毎回出席している。こ

のような事例は本部と現地事務所の間の円滑なコミュニケーションに寄与している。  
・プロジェクトモニタリングは定期的に行われ、年度ごとのエンドライン調査はミャンマー

側によって実施されている。モニタリングと調査結果は取りまとめられ、月例報告書、四

半期別報告書、半期別報告書、年度別報告書としてプロジェクト関係者に配付されている。  
・プロジェクト関係者の間で、週別会議、MMM、QMM、キック・オフ会合、フォローアッ

プ会合を通して、コミュニケーションはよくとられている。同様に、特定目的のための会

合が関連するプロジェクト関係者の間で開催されている。  
・C/P とターゲット・グループへの技術移転と能力構築は、研修コース（例：2014 年の月例

研修や 2015 年の MMM など）、ワークショップ、ワーク会合、OJT によって十分に行われ

ている。CF や NF のために、FFS がよく計画された方法で開催されている。 
 

(4) 投入と活用 
ミャンマー・日本国側双方からの投入は計画された活動を実施するうえで、質、量、タイ

ミングにおいておおむね適切である。活動を実施するにあたって、ミャンマー側実施機関の

専門性、知識、情報などを含む現地資源を活用している。供与された資機材と補修/修復され

た施設はおおむねよく管理されプロジェクト活動実施のために活用されている。 
 

５－４ インパクト 

  プロジェクトのインパクトは「中程度」である。 
(1) 上位目標達成の見込み 

上位目標達成の見込みは、プロジェクト終了から 5 年後に、設定した指標の達成見込みを

測定することで予想する。上位目標達成の見込みを表５－４に記載した。 
 

表５－４ 上位目標達成の見込み 

上位目標：CDZ*（特に非灌漑地域）に適した節水農業技術が普及され、農業収入が安定する。

指 標 予 想 達成の見込み  
1. プロジェクト終了5年後、CDZにおいて、本プロジ

ェクトで開発した節水農業技術を導入し、1作以上

継続実施する農家数が、5％増える。 達成す

ること

は困難 

上位目標の達成は困難である

と予期される。上位目標で対

象とする地理的範囲は 5 年間

の期間であり、ターゲットエ

リアと比較して広すぎる。 
2. プロジェクト終了後5年間、本プロジェクトで開発

した節水農業技術を導入した農家の平均農業収入

がプロジェクト終了時の農家の農業収入を継続し

て上回る。 
*上位目標での対象地域は、ターゲットエリア（3 カ所のタウンシップ）を含む CDZ の 27 タウンシップと定義さ

れている。 
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上記の予想は、プロジェクト目標と上位目標の間にギャップ （時間的制約と地理的範囲）

があることを示している。それゆえに、上位目標を達成するために、そして 2 つの指標のデ

ータを収集するために、プロジェクト期間の後半に対応策を検討し準備する必要があるだろ

う。  
 

(2) 上位目標達成のための外部条件 
外部条件の実現状況については表５－５に記述した。 
 

表５－５ 上位目標達成のための外部条件の実現状況 

外部条件 実現状況 
1. 灌漑局を含む政府機関の支援が継続する*。 外部条件は現在も有効であり、今後も満た

される可能性が極めて高い。 2. DAR と DOA の円滑な連携が図られる。 
* 灌漑局（ID）と水資源利用局（WRUD）は 2016 年に統合し、灌漑水利用管理局（IWUMD）となった。 
 

(3) 正と負のインパクト 
正のインパクトは受益者、特に CF と NF において確認できる。受益者は、FFS や集水技術

/節水技術の展示圃から学んだ農業技術を適用することにより、農業所得が増加している。正

のインパクトの事例は「４－４ 成果の達成度」に記述しているが、何名かの農民は CF か

ら集水技術/節水技術を学び、トマトのような園芸作物を生産している。 
他方、負のインパクトは合同中間レビューまでに観察されていない。 

 
(4) 正と負の予期されない効果 

1) 正の予期されない効果 
・ FFS と種子増殖で使用する根粒菌の調達や有望品種の選定においてオーストラリア国際

農業研究センター（Australian Centre for International Agricultural Research：ACIAR）と連

携した。  
・ CDZ の Wundwin タウンシップにあるアジア農業協同組合振興機関（The Institute for the 

Development of Agricultural Cooperation in Asia：IDACA）はプロジェクトにスタディツア

ーで訪れ、何名かの参加者は自分の圃場に 8 つの小規模ため池を設置した。 
・ 2014 年 1 月から 2016 年 4 月までのミャンマー訪問者は総計で 171 調査団と訪問者（合

計で 955 名）で、そのなかには 24 回のプロジェクト訪問（合計で 742 回）があり、そ

れらは活動のモニタリング、サイト訪問、現場訪問、メディアツアーであった。特記事

項として、MoALI 連邦大臣である Dr. Aung Thu、DOA 総局長の Dr. Ye Tint Tun、DAR 局

長の Dr. Htun Shwe が 2016 年 4 月 16 日にプロジェクトを訪問している。  
2) 負の予期されない効果 

合同中間レビューまでに負の予期されない効果は確認されていない。正と負の両面にお

いて、ジェンダー間、民族間、階級間のギャップの拡大は合同中間レビューまでに確認さ

れていない。 
 

５－５ 持続性 

  プロジェクトの持続性は「中程度より高い」。 
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(1) 政策・行政：中程度より高い 
プロジェクトのアプローチは、ミャンマー政府の農業開発計画と合致しており、20 カ年長

期の NCDP 下の第 2 次 5 カ年計画（2016/17～2020/21）とも一致している。しかしながら、

国家農業政策が畑作作物への関心がより高まるかどうかを予想することはいまだ困難である。

それゆえに、プロジェクトの政策・行政的持続性は「中程度より高い」と予見される。 
 

(2) 組織・制度：中程度より高い 
MoALI 連邦大臣、DOA と DAR の本部の幹部、ミンジャン郡の 3 つのタウンシップ・マネ

ジャーがプロジェクトサイトを訪問している。これらの事例はプロジェクト活動の関心とプ

ロジェクト実施のコミットメントを示している。また、ターゲットエリアは CDZ のアグロ・

環境条件の多様性を取り入れているため、実施機関はそれほど困難性を感じることなく、CDZ
の他の地域に適用してきた技術を複製できると思料する。したがって、プロジェクトの組織・

制度的持続性は「中程度より高い」と推定できる。 
 

(3) 財政：中程度 
「４－１(1) ミャンマー側からの投入」で指摘したように、MoALI はプロジェクト前半

期に、実施機関のプロジェクト活動にかかる経常経費の負担に努力してきた。ただし、普及

員に対する交通手段や旅費については限界があることがわかっている。一方で、ベースライ

ン調査や年度末エンドライン調査についてはミャンマー側で実施されている。これまでの予

算処置状況から判断すれば、プロジェクトの財政的持続性は「中程度」と考慮される。 
 

(4) 技術：高い 
プロジェクトが採用した技術は、プロジェクトが CDZ の既存技術を改良し農家が受入れや

すいように簡素化して導入したものであることから、C/P やターゲット・グループにとって

全く新しいものではない。また、プロジェクトが採用した FFS は、DOA の既存の普及制度

に準拠しているため、C/P やターゲット・グループになじみ深いものである。このことから、

プロジェクトの技術的持続性は「高い」と 想定される。 
 
５－６ 結論 

合同中間レビュー調査団は、プロジェクトはプロジェクト期間の前半においては着実に進捗し

ており、プロジェクト目標を達成する途上にあると判断した。また、調査団はプロジェクトが研

修と FFS の実施を通じて、C/P、ターゲット・グループ、CF の能力向上に大きく貢献しているこ

とも確認した。彼らはプロジェクト活動の実施に非常に熱心で意欲的である。供与機材や施設は

おおむねよく管理され活用されている。具体的なインパクトは CF や NF に現れており、改善され

た技術を適用した結果、農業収入が増加している。さらに、MoALI （DOA、DAR、現地事務所） 
が畑作作物とプロジェクト・アプローチに興味と関心を示していることは特筆されるべきである。  

プロジェクト終了後から 5 年後に上位目標（農業収入の安定）を達成するには、ミャンマー側

実施機関が節水農業技術を他の CDZ にプロジェクトの残り期間に普及できるように、プロジェク

トとともに実施可能な戦略を策定し、実施基盤を整備する必要がある。 
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5 項目評価基準からのレビュー結果を表５－６に取りまとめた。 
 

表５－６ レビュー結果の要約 

基 準 評 価 まとめ 
妥当性 

高い 
プロジェクトは、ターゲット・グループと受益者のニーズに対応し

ており、ミャンマーの開発政策と日本の援助政策に適合している。

プロジェクトの妥当性を低下させる要因は確認されていない。 
有効性 

高い 
成果とプロジェクト目標の間の論理的整合性は確保されており、論

理的に結びついている。プロジェクト目標は達成されることが予想

される。 
効率性 

高い 成果達成の可能性は高い。実施プロセスは系統的でコスト・パフォ

ーマンスも高い。 
インパクト 

中程度 

具体的なインパクトは CF、NF、一般農家（Ordinal Farmer：OF）で

確認されているが、上位目標とプロジェクト目標の間にギャップが

あることから、上位目標の達成は困難であると予見できる。中間レ

ビューの時点で、負のインパクトや予期できない効果は確認されて

いない。 
持続性 中程度よ

り高い 
技術的持続性は高い。政策・法的持続性、さらに組織・制度的持続

性は「中高」である。財政的持続性は「中」と評価した。 
*5 段階評価（高い、中高、中中、中低、低い）によってランク付けを行った。 
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第６章 提言 
 

合同中間レビュー結果に基づき、評価団は以下の事項を提言した。 
 
(1) PDM と PO の改訂 

調査団は現行 PDM（Ver.1）を改定し、改訂版 PDM（Ver.2）を提言した（付属資料 2. 合同

評価レポート Appendix 9 参照）。 
 

(2) プロジェクトによる種子生産の継続 
プロジェクトは現在、対象作物・優良品種の適応性検定試験に必要となる種子生産を行っ

ている。ミャンマーで全土的に畑作作物の種子の供給が不足している現状を受け、プロジェ

クトはターゲットエリアにて試験及び普及活動の継続に必要となる種子を担ってきた。調査

団は、プロジェクト目標達成のためにも、プロジェクト期間後半においても引き続きプロジ

ェクトによる種子生産が必要であることを確認した。 
 

(3) DAR 及び DOA への種子生産活動の移行 
上位目標達成のためには、DAR・DOA による種子生産活動の継続が必要であり、プロジ

ェクト終了後も自らのイニシアティブによって継続的に種子生産を実施することが期待され

る。よって、プロジェクト期間後半においては、DAR 及び DOA の主導のもと、持続的な種

子生産システムを構築することが望まれる。加えて、プロジェクトから DAR・DOA への円

滑な種子生産活動の移管を進めるためには、左記活動に係る予算の確保が求められ、2018/19
年度予算以降、種子生産活動に対する DAR 及び DOA による予算配分が必要であることを提

言した。 
 

(4) DAR・DOA の連携強化 
本プロジェクトにおいては、農家への技術普及を目的とした展示圃場会等の活動を通して、

DAR と DOA の協働体制の好事例を観察することができた。例えば、展示圃場会開催にあた

っては、DAR が展示圃場を準備し、DOA 普及員が NF を動員し、農家に技術移転を行って

いる。このような DAR・DOA 間の連携と協力は、現地条件に基づいた農業技術開発の成功

に結びついており、また、今後の成果にも影響する重要な要件の 1 つである。 
調査団は、特に DAR・DOA にて権限を有する職員の率先により、展示圃場会等の活動を

モデルケースとした現場レベルでの DAR・DOA の連携体制を、ターゲットエリア以外の地

域へも波及させることを提言した。また、地方政府職員が可能な限りタウンシップまたは郡

レベルでの月例会議へ参加し、DAR・DOA の垣根をまたいだ協働の場をもつことで、さらな

る連携の促進が期待される。 
 

(5) タウンシップ・マネジャーの C/P 任命 
ターゲットエリアのうち、マグウェイを除いたニャンウー及びミンジャンの DOA タウン

シップ・マネジャーは C/P として任命されていない状況にあった。プロジェクト期間後半の

活動においては、より各タウンシップでの主導的な普及活動が求められるところ、調査団は、



－29－ 

ミャンマー側に対してニャンウー及びミンジャンの DOA タウンシップ・マネジャーを C/P
として任命するよう要請した。両タウンシップ・マネジャーが公的にも結束してプロジェク

ト活動に参加することにより、さらなる成果の向上が期待される。 
 

(6) 持続的開発のためのプロジェクト終了後戦略（Post-Project Strategy）の検討 
プロジェクト後半期間において、ミャンマー側は節水農業技術の応用研究及び普及活動に

おいてさらなる指導的役割を果たすことが期待され、プロジェクト終了後の持続性確保にお

いても重要な要素となる。 
これまで、 プロジェクトが資機材（種子、根粒菌、Gliricidia 苗木、集水/節水施設建設資

材等）の調達/配付に係る費用を負担してきたが、プロジェクト終了後もこれらの取り組みが

継続されるよう、プロジェクト後半期間ではミャンマー側（政府、民間セクター、農家等）

による各投入（予算・人員・資機材等）の配分を段階的に増加させていく必要がある。よっ

て、調査団は、ミャンマー側が日本人専門家の協力のもと、2017 年半ばをめどにプロジェク

ト終了後戦略（例：必要予算、要員、資機材の投入計画）を策定し、プロジェクト 終年次

において MoALI 主導のもと、試験的に同戦略を実施することを提言した。 
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第７章 教訓 
 

(1) 資機材の供与 
農家による資機材の活用を確実にし、自発性を促進するためにも、必要な資機材を受益者

に供与する際には、適切な技術支援を同時に行うべきである。 
プロジェクトは FD や FFS 等の活動において、種子の供与と同時に技術指導を実施し、指

導を受けて初めて種子が受け取れるようにする等の工夫をしている。その結果、資機材を供

与した後、DOA 普及員の支援を得ながら、農家が圃場においてプロジェクト活動から学ん

だことを実践している事例が数多く観察された。 
 

(2) 種子交換制度 
農家の自助努力の意欲を高めるために、プロジェクトでは FFS において「種子交換制度」

を導入している。種子交換制度では、まず、プロジェクトより、FFS において節水農業技術

の指導を行うと同時に、優良種子を CF と NF へ提供する。CF と NF は優良種子を用いて栽

培し種子を収穫するが、生産した種子の一部を OF が保有する既存の種子と交換する義務が

ある。こうした種子交換制度によって、農民から農民へ対する優良種子と関連技術の普及が

可能となり、持続的な種子生産及び技術普及に寄与することが期待される。 
 

(3) 関係機関の連携強化 
第６章(4)に示したとおり、FD や FFS 等の実施において、DAR・DOA 間の連携した活動

の好事例が観察された。DAR は旧 MAS（現在の DOA）から分離した組織であり、旧来 DAR
と DOA は同傘下の関係性の強い組織であったが、現在は異なる所掌をもつ別部局として機

能しており、連携が希薄化している。プロジェクトは、FD や FFS 等のさまざまな活動を通

して、両局が協力して業務に取り組む機会を意識的に提供することにより、こうした関係の

DAR・DOA 間の協力・連携をスムーズにしている。 
プロジェクト実施に際して、複数の関連機関との連携が求められる場合には、関連機関の

連携強化を図るために、具体的な協働の場を提供することが必要である。 
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第８章 総括 
 
８－１ 団長総括 

本プロジェクトの目的は、CDZ における農業生産の安定化、及び、収入の安定のための節水農

業技術の確立にある。中間レビュー調査を実施した結果、本プロジェクトは現時点においておお

むね順調に進捗しており、また、プロジェクト目標の達成見込みは高いと判断した。DOA、DAR
の C/P との協働を進めてきたプロジェクト専門家のフィールドベースの地道な活動の成果という

ことができる。評価調査を通して感じたことをいくつか以下に示す。 
 

(1) プロジェクトの触媒機能 
本プロジェクトは、DOA と DAR の地方事務所レベルでの協働を促す触媒として機能し、

中間レビューにおいて、ミャンマー側評価団より、その触媒機能について、提言として特筆

すべきとの提案もあり、提言の 1 つとして加えた。比較的近い組織間でも業務実施時におけ

る協働には心理的、予算的、物理的な障害がある。プロジェクトが、それらの障害をとりの

ぞく役割を果たしたことは特筆されるべきことである。 
 
(2) 優良種子の配付 

プロジェクト活動の前提条件として、普及すべき種子の存在があったが、プロジェクト開

始時に判明したのは、配付すべき種子の増産システムが存在しないということであった。第

1 回 JCC において承認された品種により、成果 2～4 のための活動を実施するため、プロジェ

クトは DAR 圃場及び CF 圃場における原種子（Foundation Seed：FS）、認証種子（Certified Seed：
CS）、優良種子の増産システムの確立に試行錯誤することとなった。おおむね増産システム

の枠組みが確立しつつある、中間レビュー時はそのような状況であった。FFS において優良

種子を配付・増産し、農民間の横への優良種子、適正技術の広がりを加速化させるプロジェ

クトの取り組みはこれからが正念場である。 
 
(3) プロジェクト後の普及戦略 

プロジェクトのターゲット地区における種子配付・増産システムが確立しつつある一方で、

FFS における優良種子の無料配付（収穫時、一定量の種子を DOA に還元する仕組みがある

ので無償配付ではない）はプロジェクト経費により行われているため、プロジェクト終了後、

異なる枠組みにより継続される必要がある。①農民が有償で優良種子を購入、②政府予算で

無料配付を継続、③製油業者等の第三者が（契約栽培等の枠組みの導入とともに）種子配付

を継続といった選択肢のうち、どのようなかたちが CDZ における営農形態として適切なのか、

ミャンマー側が真剣かつ慎重に考える必要がある。 
本評価団では、プロジェクト後の普及戦略の必要性について指摘するとともに、プロジェ

クト期間中に何らかの試行的な取り組みを開始するよう提言を行った。本戦略の策定は、上

位目標の達成に大きく影響するものであり、今後も注意深く見守る必要がある。 
 
８－２ 研究協力団員所感 

ミャンマーにはたびたび来ているが、6 月のミャンマーは久しぶりだ。ネピドーやイエジンは
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予想どおりであったが、ニャンウーで強い雨に遭うとは予想していなかった。農家にとっては嬉

しい雨で、この雨水を逃さぬようにと耕起や播種で忙しくなっていたに違いない。CDZ での激し

い降雨の写真を撮り忘れたことは返す返すも残念である。 
 さて、プロジェクト・サイトを見て非常に驚き、強い感銘を受けた。予想以上に進捗している

のである。事前の打合せの折に、評価分析団員から「よく進捗している」と聞いてもあまり期待

していなかった。それは、プロジェクト開始以前から、はかばかしい進捗は極めて困難との強い

懸念を抱いていたからである。なぜなら、CDZ は降雨が極めて少なく、しかもどこでいつ降るか

予測し難い。大規模な灌漑施設や利用できる水源もなく、それどころか電気や通信インフラも未

熟である。そして容赦なく暑い。プロジェクト・サイトを結ぶ道路も良いとはいい難い。正直な

話、派遣された日本人専門家は途方に暮れ、現地スタッフの士気も上がらないのではないかと危

惧していた。プロジェクト・サイトのニャンウー、ミンジャン、マグウェイの DAR 試験所はい

ずれも以前訪問したことがあったが、そのときにはイエジンにある DAR 本局の指示に従って与

えられた試験を実施し、自発的に研究を工夫するという雰囲気は正直に言って感じ難かった。 
 今、自らの不明を恥じると同時に、専門家や C/P、そして地元の農家の努力に対し大いに敬意

と感謝を表したい。来て見て本当に良かったと感じている。特記しておきたいのは、DAR と DOA
の現場レベルでの協力がこの進捗を支えていると感じたことである。DAR はミャンマー農業公社

（Myanmar Agriculture Service：MAS）傘下の中央農業研究所（Central Agricultural Research 
Institute：CARI）が独立、昇格して組織され、その後 MAS は DOA と改名したという経緯から、

DOA と DAR は本来近しい関係にあるが、所掌、分担をめぐって両方の職員から、異なる組織と

なったがゆえに意見交換はともかく協力はやり難いといった声も仄聞していた。 
 現地視察中に C/P の話を聞いていると、報告書に書かれたこと以外に初代の松本専門家リーダ

ーの貢献を強く感じた。複数の C/P が彼の名前を繰り返し、圃場に出て C/P や農家とコミュニケ

ーションをとった彼に大きな信頼を寄せている。現場の C/P には、若く、組織の中では自発的に

発言する自信や度胸をもっていない者も少なくない。しかしリーダーの前で発言し、実演し、リ

ーダーに肯定的に扱われたことは自信になり、また、他の若い職員や農家からの信頼にもつなが

っているようだ。 
もちろん、水谷、菊池両専門家や山田業務調整員に対する C/P の信頼も確かである。これらは

知識に対する敬意もあるだろうが、それ以上に圃場で一緒に考え、努力している専門家チーム全

体の姿勢から得られたもののように思える。藤本新リーダーには初代リーダーとは違うアプロー

チも必要だと思うが、ニャンウー、ミンジャン、マグウェイの試験場や FFS、FD の現場に頻繁に

立っていただいて若手 C/P のモチベーションをより高めていただきたい。現場でのリーダーの存

在は C/P ばかりでなく専門家、特に今後交代して着任する若手専門家にとっても力強いサポート

となる。 
 研究的側面でこのプロジェクトをみるとどうであろうか。今までは専門家が中心になって導入

すべき技術を判断し、技術指導やマニュアル作成もその指導の影響が強かったと思う。また、実

際の農業生産につながる技術の向上に対する総合的なアプローチであり、いくつもの条件をふっ

て実験計画法に従って計画することは簡単ではない。実際の農業生産は播種期や収穫期の気象条

件によって大きく影響される。気象条件も 1 年や 2 年の結果では結論を導き難いほど毎年変動す

る。 
 多様な新技術の導入というよりは、既存の特に現地の技術を取捨選択しどう組み合わせるか、
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また、低い投資で可能な技術をいかに効率的に導入するかという点は、本プロジェクトにおける

研究的要素として重要である。 先端の技術ではないから論文にならないという先入観を専門家

ももっているかもしれないが、統計的処理には向かない実験計画であっても少くとも事例紹介と

して重要なものと考える。1 つの要素を変えることによって大きな効果が得られるといった一点

突破型の研究ではなく、多目的樹種（Gliricidia 属植物）の導入、播種時の根粒菌の塗布、小型の

ため池、小規模灌漑といった多くは既存の技術の組み合わせなど等によるいわゆる総合農業研究

的アプローチは、より多くの農家で採用可能な方法を開発、提供し、今後、農家レベルでの自発

的な取捨選択や改善にもつながると期待される。 
 C/P のなかには、時間をかけながらデータを出し、エビデンスに基づいて農業技術を改良しよ

うという意欲も少しずつ出ているようだし、いままでに得られた成果の公表も検討されている。

このような公表は個人の意欲の上昇ばかりでなく本プロジェクトの広報につながる。また、灌漑

の有無や方法による種子生産の差異等は専門家の指導を受けながら研究課題として計画され始め

ており、計画の立案、実施、解析、公表といった研究のサイクルを理解し実践する場となること

が期待される。 
 後に、プロジェクトにて雇用している U Sein Win についてだが、彼をもっと活用すべきと感

じた。彼は CARI 時代から DAR のジョッゴン事務所に勤務していた。ジョッゴンはヤンゴン北部

に位置し、イエジンに移転する前の CARI が置かれていた場所にある。今の DAR・DOA 局長ク

ラスもヤンゴンに出張した際には彼の世話になっている。また、海外からの来訪者の対応も長く

彼が担当しており、ぼそぼそとしゃべる彼の英語は日本人には少々聞き取り難いかもしれないが、

実は英語の理解力も高い。DAR はもちろん DOA においても過去に彼に世話になった者は非常に

多い。今回の調査中も、問題になったところや問題になりそうな部分を現地の C/P より早くに察

知して、その回答になりそうな情報を用意し教えてくれた。よく気がつくし回転も早い。 
彼はヤンゴン時代からずっと縁の下の力持ち的な業務を担当してきたが、正当に評価すべきだ

し、自分から前に出るタイプではないが本人も評価されることを望んでいる。幅広い人脈に加え、

事務部門に長くいたがゆえに農業の実相や研究面にも知識をもっている。専門家チーム、とくに

リーダーの相談役としてうってつけであり、活用するとプロジェクトの効率が倍増するだろう。

主流からちょっと離れた位置で DAR や DOA の人間模様を見てきただけに、ちょっとシニカルな

ところもあるが、その人間観察眼たるやなかなかのものだ。 
U Sein Win から得られる知識、例えば DOA、DAR の幹部の考え方、過去から現在に至る行動・

嗜好、家族・知人等の情報は彼らとのコミュニケーションに非常に重要なマテリアルを与えるも

のだ。本プロジェクトで今まで以上の彼の活用を行わない場合は、他の JICA 事業（特に農業関

係）においても幅広く活躍できる価値ある人材であることを付け加えておきたい。 
 
８－３ 圃場管理団員所感 

今回の中間レビューにおいて、現地スタッフ、DOA 職員、DAR 職員、CF、NF との意見交換、

並びにニャンウー、ミンジャン、及びマグウェイの圃場視察を実施した。これらの結果は PDM 
Ver.2 や合同中間レビュー報告書にまとめられているが、私が担当した圃場管理と普及活動のレポ

ートで記述できなかった意見や事項、個人的感想を所感として補足する。 
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(1) 圃場管理 
土壌成分分析は詳細に実施されており、かつ各選抜植物に対して支障がないことが示され

ており、十分な結果が得られていた。しかし、雨期は乾燥地で懸念される土壌中の塩類集積

濃度 （EC） が変動するため、視察とともに EC 調査を実施した。その結果、各拠点圃場の

EC 値は 0.1～0.8 であり許容範囲内であった。ただし、DAR 職員によるとミンジャンの地下

水は塩を含んでいるため、今後も注意が必要である。 
 

(2) 土壌改良、栽培方法改良、及びその技術指導 
根粒菌、及び Gliricidia の現地に適した利用方法がとられており、容易に利用できるよう工

夫されていた。コスト面でも十分に考慮されており、根粒菌は安価で利用でき増資増益が見

込めることが期待できる。これを利用したラッカセイ普及説明会 （FFS） では教材に従っ

た講習と実習が実施されており、参加農家は今年度より根粒菌を利用すると高い関心を示し

ていた。Gliricidia は既に農家に配付されており、教材により適切に利用方法が説明され各農

家で簡単に増殖もできるよう指導されていた。これらの農家普及は始まったばかりであり、

後期のデータに反映されることが期待される。 
 

(3) 普及活動 
普及活動視察では、土曜日早朝にもかかわらず DOA 普及員らが熱心に農業指導を行って

おり農家とも高い信頼関係が築けているように見受けられた。また、現地スタッフによると、

これまで農家が一堂に会する機会がなかったことから、この集会は農業に対する情報交換の

場としても機能しているらしい。今後はタウンシップ・マネジャーの指導の下、普及員と農

家とのコミュニケーションで得られるフィードバックコメントに従い教材を発展・改訂して

いくことで、さらなる普及活動を望む。 
実際に現地を視察することで本プロジェクトの乾燥地農業支援が非常に困難で重要であ

ることが理解できた。本プロジェクトにより大きな成果が得られつつあるが、その一方、こ

の国は開発途上国が歩む過渡期でもあり、それに由来する農業問題の複雑さも感じた。また、

今回の視察を終えて印象に残ったのは、乾燥したイラワジ川周辺に植林されたユーカリであ

る。本格的に植林されたものではないが、商業樹種のグランディスであることから持続可能

な森林づくりをめざしていると考えられる。目先の発展を追うばかりでなく、環境への配慮・

改善をめざそうというこの国の意思が感じられた。 
 
８－４ 節水灌漑技術団員所感 

(1) ガイドライン、マニュアルについて 
節水灌漑施設（小規模ため池、スプリンクラー、ドリップ灌漑）について、3 タウンシッ

プ（ニャンウー、ミンジャン、マグウェイ）の試験場において施工方法、注意点等がポスタ

ーにより展示されていた。CF 等への聞き取りでは、冊子等のマニュアルよりも、ポスターの

方がわかりやすくてよいとの回答が多くあった。 
今後、各農家によっては、圃場の規模も違い、拡大していく場合も想定される。ため池の

場合、その規模を決めるには、用水の必要量を算定（用水計算等）が必要である。冊子での

マニュアルについて、専門家との調整を踏まえて作成がなされていくことを期待する。 
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(2) 施設の施工について（主に小規模ため池） 
試験圃場や地元農家が施工、あるいは施工中の現場を視察した。そのなかで、ため池内に

上降用の階段や、ため池周辺を囲む安全策が設置されていない箇所がいくつか確認された 

（早急に建設が行われることを専門家等の聞き取りから確認している）。 
ポスターには、設置について掲載されていることを確認したが、このような安全対策施設

が建設されなければ、転落等の事故の発生が高くなってしまう。このような危険性を認識す

ることは重要であり、マニュアル類の充実も含めた取り組みが図られていくことを期待する。 
また、ため池の施工後、数カ月を経過した後のひび割れ（幅 3～4mm、長さ 4cm 程度）発

生が確認された（乾燥収縮ひび割れと想定される）。専門家からの聞き取り等から、施工時の

気象条件を踏まえたコンクリートの配合計算が適切でないことや、材料の練り混ぜ不十分等

の施工不良の可能性があることが確認された（早急にひび割れ発生箇所の補修が行われるこ

とを専門家等の聞き取りから確認済み）。 
 

(3) 後に 
ミャンマー側の C/P、CF 等をはじめ、聞き取りにおいて、灌漑施設については前向きな意

見が多くうかがえた（例：施設をさらに導入したい等）。そのためにも、マニュアルの充実や

説明会の開催等によって、適切な技術の移転、及び普及が行われていくことを期待する。 
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The Project for Development of Water Saving 
Agriculture Technology in the Central Dry Zone (WSAT)

S f ti iti i FY2015Summary of activities in FY2015

4th JCC M i4th JCC Meeting
June 2016June 2016

DAR-HQ, Yezin

1

Summary of Output 1
Foundation seed and certified seed production

were continuously implemented.

Foundation seed plot at DAR Nyaung-U

2

Foundation Seed Production

101
Crop Variety Production

Project
Requirement/Year

Selection for
Elite Line

Unit: Basket

101
Groundnut Sinpadaethar11 447 414 (4,720kg) 77

Pigeon pea Shwe dinga 4.0 0.056 (2kg) 100 plants

1

Sesame Sinyadanar 3 3.5 0.375 (9kg)

5

3

Groundnut FS, Field DayPigeon pea FS, Field Day

Certified Seed Production

C 2015 Requirement for N

Unit: Basket

Crop 2015 Requirement for
FFS Note

Groundnut 1 830
1,764 Multiplied at SG’s siteGroundnut 1,830 (20,110kg)

p
in LawKaNanda

Pi 32 32 (1 046k ) Multiplied in DARPigeon pea 32 32 (1,046kg) p
Nyaung U, Myingyan

S 2 ( k ) Multiplied in DARSesame 27 27 (662kg) Multiplied in DAR
Magway

4
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Summary of Output 2y p
Improved cultivation technology is promoted.

5Contact Farmer in Nyaung-U

Result of FFS 2015
CF’s Yield

Unit: kg / acre
900

Before*1 After*2
(Project target)

Average 2014 2015 2016 2017 2018

600

700

800

300

400

500

0

100

200

Groundnut Pigeon pea Green gram Groundnut Sesame Groundnut Sesame

Source: DOA township office.

Groundnut Pigeon pea Green gram Groundnut Sesame Groundnut Sesame

Nyaung-U Myingyan Magway

6

Result of FFS 2015
Participation

Township Crop No. Participants (CF + NF)

Participation

Nyaung-U

Groundnut (6*) 304

Pigeon pea (6) 278

Green gram (3) 156

Myingyan
Groundnut (4) 268

Myingyan
Sesame (4) 174

Magway
Groundnut (4) 189

Magway
Sesame (4) 203

Total 1,572
* The number of the CFs* The number of the CFs

Result of FFS 2015
S d Di t ib ti

Town No. Recipient No Recipient No. Recipient T t l N Distributed

Seed Distribution
Town-
ship Crop

p
Quality seed

CF

No. Recipient
NF

o ec p e t
OF

(Seed Exchange)

Total No.
Recipient

Distributed
amount
(Basket)

G d t 6 121 52 179 573

ya
un

g-
U Groundnut 6 121 52 179 573

Pigeon pea 6 120 126 252 47

N
y

Green gram 3 60 - 63 12

gy
a Groundnut 4 - 4 8 48

M
yi

ng n
Sesame 4 80 42 126 9

y
M

ag
w

ay Groundnut 4 - 4 8 48

Sesame 4 87 91 182 12

Total 31 468 319 818 749
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Result of 2015
C lti ti T h l i

Average Yield of Groundnut Seed Production in DAR Nyaung U

Cultivation Technologies

77

60

80

100
et

/a
cr

e)

26
20

40

60

Yi
el

d
(b

as
ke

0
Splinkler and

one grain seeding
General method

Y

Observation:
1 I d d d i i kl d

Treatment

1. In groundnut seed production, sprinkler and one 
grain seeding (reducing seed rate) are confirmed 
as effective cultivation technologies.

2. Completed Indicator 2-1 (the technology was 
implemented for two years).

9

Summary of Output 3y p
Soil management technology is promoted.

10

Gliricidia (Myae Pyant Cherry ) seedling distribution in Nyaung-U

Result of Gliricidia Seedling Distribution
Township CF NF Total No. of 

Distributed
S dli

No. No. Sub-Total No. Farmer No. Sub-Total
SeedlingsFarmer Seedlings/ 

Farmer
Seedlings/

Farmer

Nyaung-U 12 90 1,080 240 32 7,680 8,760

Myingyan 8 90 720 160 27 4 320 5 040Myingyan 8 90 720 160 27 4,320 5,040

Magway 8 90 720 160 45 7 200 7 920Magway 8 90 720 160 45 7,200 7,920

Total 28 2,520 560 19,200 21,720

Manual and Field Monitoring

CF

NFs

Manual and Seedlings are prepared and distributed to CF and NF thorough FFS

One year old, CF01 Two year old, CF09

Field Monitoring: Myae Pyant Cherry takes one and half years to grow enough for effective.
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Summary of Output 4y p
Water -harvesting and water-saving irrigation technologies

Small pond at Contact farmer’s fieldSmall pond at Contact farmer s field

13
Tomato cultivation with drip
irrigation at Contact farmer’s field

Activities Site Schedule Status

Water Harvesting Technology – Total 10Activities

1 Evaporation Trial(for roof)

DAR NY

Mar Jun Completed

2 Tube Well(Rehabilitation) May Jul Established and being studied

3 Roof Tank(Fiberglass) Apr Jun Established and being studied3 Roof Tank(Fiberglass) Apr Jun Established and being studied

4 Roof Tank(Bricks)

DAR MY

Apr Jul Established and being studied

5 Pond(Bricks) Nov Feb Established and being studied

6 Bank and Ditch Jun Aug Established and being studied6 Bank and Ditch Jun Aug Established and being studied

7 Bank and Ditch
DAR MG

Dec Jan Established and being studied

8 Tank(Bricks) for Tube Well Sep Oct Established and being studied

9 10 Pond(Bricks, Unlined) CF Apr Jul Established and being studied

1 2 3 4 5

Evaporation Trial(NY) Roof TankTube Well Roof Tank(Bricks)(MY)Evaporation Trial(NY) Roof Tank
(Fiberglass)(NY)

Tube Well
(Rehabilitation)(NY)

Roof Tank(Bricks)(MY)
Pond(Bricks)(MY)

6 8 97 10

Bank and Ditch(MY) Pond(Bricks)(CF)Tank for Tube Well(MG)Bank and Ditch(MG) Pond(Unlined)(CF)

Activities Site Schedule Status

1 S i kl G d (S d P d i ) i h OP1 J l N I ll d d b i di d

Water-saving Irrigation Technology – Total 15 Activities

1 Sprinkler Groundnut(Seed Production) :with OP1 Jul Nov Installed and being studied

2 Drip Pigeon pea(Seed Production) :with OP1 May Dec ditto

3 Drip(simple) Tomato(year round culture) : with OP3
Dec Apr
Apr Aug dittoDAR

NY
5

p( p ) (y )
(green mulch and manure)

Apr Aug
Aug Dec

ditto

6 Drip(simple) Tomato (roof tank): with OP3 Aug Dec ditto

7 Drip(simple) Cowpea: with OP3 Jan Mar ditto7 Drip(simple) Cowpea: with OP3 Jan Mar ditto

8 Sprinkler Sesame(Seed) Production :with OP1 Oct Jan ditto

9 Drip(simple) Tomato DAR
MY

Apr Aug ditto

10 D i ( i l ) T t ith OP3 A D dittMY10 Drip(simple) Tomato: with OP3 Aug Dec ditto

11 Sprinkler Sesame(Seed Production) : with OP1

DAR
MG

May Sep ditto

12 Drip(simple) Tomato: with OP3 Sept Feb ditto

MG13 Sprinkler Asparagus Apr Mar ditto

14 Sprinkler Sesame Feb May ditto

15 Drip(Simple) Tomato: with OP3 CF Sep Jan ditto

1 2 3 11 13

Sprinkler
Groundnut(NY)

Drip
Pigeon pea(NY)

Drip
Tomato(NY)

Sprinkler
Sesame(MG)

Sprinkler
Asparagus(MG)

Major Inputs
Item FY 2015 Note

Financial execution Projected 236,630,000 KyatFinancial execution Projected 236,630,000 Kyat

Procurement Pickup car (1)

In country training
719 person day, in other words
1,175 day person

Mainly participants of the
Monthly Monitoring Meeting
(MMM) and Field Day (FD)(MMM) and Field Day (FD)

No. Participants
in Nyaung-U

No. Participants
in Myingyan

No. Participants 
in Magway

Total

Field Day at Nyaung U

in Nyaung U in Myingyan in Magway

77 45 77 199

16
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The Project for Development of Water Saving 
Agriculture Technology in the Central Dry Zone

Monthly Operation PlanMonthly Operation Plan
in FY2016in FY2016

4th JCC Meeting
23rd June 2016
DAR-HQ, Yezin,

The Project for Development of Water Saving Agriculture Technology
in the Central Dry Zone(WSAT)

Farmer’s Field School(FFS)
For Upland(Seed Production)

Seed Production (FS+CS)

OP1:Selection of Crop and Variety/Seed Production

Ground Pigeon
SesameFor Seed Grower

(Pumping Area)
nut pea

Sesame

Target
Production

33.8
(t/year)

1.0
(t/year)

0.8
(t/year) Sprinkler(WS)

(Seed Production)
Bank/Ditch(WH)

(Land Conservation)

Drip(WS)
(Seed Production/

Foundation Seed
(Groundnut)

Self-pollinating
(Pigeon pea)

Roguing
(Groundnut)

Support
(Combination

Methods)

Tube Well(WH)

Training
(Certified Seed)

For Contact Farmer (CF)
/Neighboring Farmer(NF)

(Seed Production/
Horticulture)

For Upland
(Seed Production)

Accumlated Participants Number(Year)

Support(Combination Methods)

Tube Well(WH)

Rhizobium

Small Pond(WH)
Sprinkler(WS)

(Horticulture)Green Manure

Ground
nut

Pigeon
pea

Sesame
Green
gram

Total

CF 14 6 8 3 31

NF 1,120 480 640 240 2,480

Horticulture(WS)
Green Mulch

Total 1,134 486 648 243 2,511 Support
(Combination

Methods)

OP4:Water Harvesting(WH)/
Water Saving Irrigation(WS)

Wind Break
(Multi-Purpose Tree)

OP2 and 3 Cultivation Technology/Soil Improvement

For Kitchen
Garden

For Kitchen Garden
Training(Lecture/Practical)

Crop Agency Seed class Acre Requi 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Monthly Operation Plan FY2016 – Output 1
Crop Agency Seed class Acre Requi

reme
nt

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

DAR
NY Foundation 14.0 430

Seed 
test, Seed storage, 

S d t t

Sprinkler setting

Groundnut

NY

Seed
Grower
/ DOA

Certified 60.0 2,040

Delivery Seed test

DAR
NY Foundation 0.3 0.25

Covering
by sheet Seed 

storage, 
Seed test

Pigeon
pea

DAR
NY Certified 3.9 32 Seed 

storage, 

DAR
MG Foundation 0.1 0.375

Seed test

Seed storage, Seed test

Sesame

DAR
MG Certified 4.0 27 Seed storage, Seed test

Land preparation, Sowing, Field inspection , Harvesting, Elite selection, Post harvest operations

Duration of cultivation
3

T C No. A M J J l A S O t N D J F b M

Monthly Operation Plan FY2016 – Output 2 and 3 (FFS)

S Crop Site Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

Groundnut 6 FFS1 FFS2 FFS3 FFS4

Pi 8

FFS3 FFS4FFS1 SEFFS2

N
ya

un
g-

U Pigeon pea 8

Green gram 6

Sowing Distribution

FFS3 FFS4FFS1

FFS2 FFS3FFS1

SE

FFS4

FFS2

Gliricidia 14

n

Groundnut 4

Transplanting

FFS3 FFS4FFS1 SEFFS2

M
yi

ng
ya

n

Sesame 2

Gliricidia 6

FFS2 FFS3 FFS4FFS1 SE

Sowing Distribution

w
ay

Groundnut 4

Sesame 8 FFS2 FFS3 FFS4 SE

Transplanting

FFS1

FFS3 FFS4FFS1 SEFFS2
M

ag
w

Gliricidia 12

Sowing Distribution

Transplanting

Contents of FFS
FFS1: Germination test, Rhizobium inoculation                               FFS2: Emergence rate survey
FFS3: Establishment rate survey, Observation of flowering             FFS4: Yield survey SE Seed Exchange

4
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Inputs for FFS
Item Break down Groundnut Pigeon Sesame Green (Gliricidia) *1

Myae Pyant

Inputs for FFS
Item Break down Groundnut pea Sesame gram Myae Pyant

Cherry

Each farmer 6 0.188
(3pyi)

0.125
(2pyi)

0.188
(3pyi) -

Seeds
(basket)

(3pyi) (2pyi) (3pyi)

No. Farmer 294 168 210 126 CF:32
NF:640

1 764 32 27 24Total 1,764
(20,110 kg)

32
( 1,046 kg)

27
(662 kg)

24
(785 kg) -

Rhizobium Each farmer 2 1 - 1 -Rhizobium
(bag) Total 588 168 - 126 -

Seedlings Each farmer - - - - 20 or 200*2
Seedlings
(plant)

Each farmer 20 or 200

Total - - - - 19,200

Note *1 Except FFS on green gramNote Except FFS on green gram
*2 20 for NF, and 200 for CF 

Area

Target Area of WH/WS Technology(DAR3TS+CF’s Field)

Ratio
(3TS)

Water
Resource

WH
(Water Resource)

WS
(Water Use)

Category

NNon
Irrigated Area

Rain Fed Area

Demo field
(DAR)

Upland(CF)

Bank and Ditch
(DAR3TS+CF)

Windbreak
(DAR3TS+CF) (OP3)

Normal Zone
Dry Zone

79% Demo field

Pond
(DAR3TS+CF)

Hand Irrigation
(DAR3TS+CF)

+Gliricidia(OP3)
(DAR)

Kitchen
Garden(CF)

Drip(DAR3TS+CF)
+Gliricidia (OP3)

Roof Tank
(DAR3TS)

Irrigated Area

Tube Well
(DAR3TS+CF)

F (DAR NY)

Sprinkler(DAR3TS+CF)
+Gliricidia (OP3)

Irrigated Area

Dam
River Pumping 21%

Engine Pump
(DAR3TS+CF)

Furrow(DAR NY)

Seed
Production

Hand Irrigation(DAR3TS+CF)

River Bank
(recession
zone)

Pump Station
+Canal/Pipe Line

DAR NY)

(DAR)
Subsidiary

Crop(CF)Sprinkler(DAR3TS+CF)

Drip(DAR3TS+CF)

6

No. Activities Agency 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Monthly Operation Plan FY2016 – Output 4
[Water Harvesting Technology(WH)] Total 13Activities

Activities Agency 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 Tube Well:with OP1
DAR
NY(3)

2 Tank:with OP1

3 Pond(Plastic)Rehabilitation

Construction

Construction

Construction

Monitoring

Monitoring

Monitoring3 Pond(Plastic)Rehabilitation

4 Pond(Bricks) DAR MG(1)

5 13 Pond(Bricks, Plastic) CF(6+3=9)

Construction

Construction

Monitoring

Monitoring

No. Activities Agency 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 Sprinkler GN:with OP1

[Water Saving Irrigation Technology(WS)] Total: 75Activities

Harvesting
Sowing

DAR
NY
(6)

2 Drip P.P:with OP1

3 4 Drip Tomato, Cowpea:with OP3

5 Micro Irrigation(Drip) Crop?

6 S i kl ( i l ) C ?

Harvesting
Sowing

Harvesting
Sowing

Harvesting
TransplantingSowing

6 Sprinkler(simple) Crop?

7 9 Drip Tomato, Cowpea:with OP3 DAR
MY(4)10 Sprinkler(simple) Crop?

11 12 Sprinkler Sesame:with OP1

Harvesting
Sowing Transplanting

Sowing
Harvesting

Harvesting
Sowing Sowing Transplanting

Harvesting

11 12 Sprinkler Sesame:with OP1

DAR
MG(5)

13 Drip Tomato:with OP3

14 Sprinkler Asparagus

15 Sprinkler(simple) Crop?

Harvesting
Sowing

Harvesting
Sowing Transplanting

Sowing

15 Sprinkler(simple) Crop?

16 45 Drip Crop?:with OP3 CF(30)

45 75 Sprinkler(simple) Crop? CF(30) 7
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Contents of Joint Mid-term Review 

1. Outline of Joint Mid-term Review - p 1～3 
2. Summary of the Project         - p 4,5 
3. Implementation Process           - p 6～10 
4. Achievements                                - p 11～17 
5. Review by Five Evaluation Criteria - p 18～25 
6. Recommendations                        - p 26,27 
7. Lessons Learned                             - p 28 

1. Outline of Joint Mid-term Review 

1.1 Background 
1.2 Objective 
1.3 Members of Joint Mid-term Review Team 
1.4 Schedule and Measure Interviewees 
1.5 Methodology of Joint Mid-term Review 
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1. Outline of Joint Mid-term Review 

The objectives are 
 
 to confirm and analyze achievements of Project 

Purpose and Outputs at the mid-period, 
 
 to make necessary recommendations to the 

Project, and 
 
 to compile its results in the Mid-term Review 

report by incorporating findings of the study and 
recommendations. 

Myanmar Members 
1.   Dr. Nyi Nyi  (DOA, MoALI) 
2.   Dr. Pau Sian Kam (DAR, MoALI) 
Japanese members 
1. Mr. Kazuya SUZUKI (JICA) 
2. Mr. Kenichiro KOBAYASHI (JICA Expert, MoALI) 
3. Mr. Yuchiro MISAWA (MAFF, Japan) 
4. Dr. Makoto KAWASE (University of Tsukuba) 
5. Dr. Naozumi MIMIDA (University of Tsukuba) 
6. Dr. Tetsuro HAMADA (JICA consultant) 
7. Ms. Hana OSHIRO (JICA) 

6 

1. Outline of Joint Mid-term Review 

Members of Joint Mid-term Review Team 
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• Achievement 
• Implementation 

Process 
• Relevance 
• Effectiveness 
• Efficiency 
• Impact 
• Sustainability  
         

• Conclusions 

• Recommendations 

• Lessons Learned 

Analysis of 
promoting / inhibiting 

factors 

Methodology of Mid-term Review 

1. Outline of Joint Mid-term Review 

8 

2. Summary of the Project 

2.1 Project Design Matrix (PDM) 
2.2 Project Framework 
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9 

3. Implementation Process 

3.1 Institutional Arrangements for Project Implementation 
3.2 Project Management and Decision Making 
3.3 Implementation Structure for Project Activities 
3.4 Extension Activities (FFS) 
3.5 Communication and Information Sharing 
3.6 Methodology of Technology Transfer 

10 

4. Achievements 

4.1 Inputs 
4.2 Implementation of Activities 
4.3 Project Products 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 
4.5 Achievement Level of Project Purpose 
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Output 1:  
 New and/or conventional crops and promising varieties that are 

adaptable to CDZ are identified. 

Indicator 1-1: 
Within a half year from beginning of the project, 
the baseline study is conducted and consumer 
needs for the local agriculture products are 
identified. 

Completed  
Completed in January 
and September 2014 

Indicator 1-2: 
10% or more of the sampled farmers adopt the 
new and/or existing crops and their superior 
varieties that are recommended by the project 
based on the consumer needs. 

Progressing as 
scheduled 

Seed recipients / 
Farmers in 3 townships 

=970/78,492 (1.2%) 
Indicator 1-3: 

By selling the new and/or existing crops and 
their superior varieties that are recommended 
by the project based on the consumer needs, an 
average sales amount of the sampled farmers 
for such crops/varieties increases by 10% or 
more. 

Progressing as 
scheduled 

Average gross 
agricultural income (Kyat/ 
acre) of CFs is over 10% 

in 2015 

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 

 

 

12 

Output 2:  
 Cultivation technologies are improved so that these can match the 

environments of CDZ. 

Indicator 2-1: 
Cultivation technologies adapted to local 
conditions are established for the selected 
new and/or existing crops and their superior 
varieties, and these technologies are 
implemented 2 times in total (2 times per year) 
at DAR Experiment Farm. 

Mostly Completed 
The trials ware conducted 
２times at the DAR farms 

 

Indicator 2-2: 
Appropriate technical manual for cultivation 
technologies are prepared. 

Mostly Completed 
The manuals for each 

target crop were prepared. 
Indicator 2-3: 

30 or more persons of the extension agents 
who can apply the above manual and 
implement cultivation technologies are built 
up. 

Progressing as schedule 
26 persons (26/30=87%) 

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 
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Indicator 2-4: 
Verification test by applying the above 
manual is conducted 100 times or more 
(1 time or more per year) by the project 
at the contact farmer’s field. 

Progressing as schedule 
The 63 times verification tests 
(CFs) have been conducted. 

      63/100 (63%) 

Indicator 2-5: 
The cultivation that is applied with the 
above manual is implemented by 10% or 
more of the sampled farmers. 

Progressing as schedule 
3,807 farmers have applied the 

technologies. 
3,807/ 7,849 HH (49%)  

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 

 

 

14 

Output 3:  
 Technologies for farm maintenance including control of soil environment 

(nutrients, water retention, etc.) are improved so that these can match the 
environments of CDZ. 

Indicator 3-1: 
Within a half year from beginning of the project, 
the baseline study is conducted and soil 
conditions of the project target area are identified. 

Mostly Completed 
Survey report was 

completed in August 
2013.  

Indicator 3-2: 
The soil improvement technologies that are 
adapted to the local conditions are established 

Completed 
Gliricidia has been 

identified. 
 

Indicator 3-3: 
Technical manual for the soil improvement 
technologies is prepared. 

Mostly Completed 
Extension material for 
Gliricidia was prepared 

and is being utilized. 

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 
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Indicator 3-4: 
30 or more persons of the extension agents 
who can apply the above manual and 
implement the soil improvement 
technologies are built up 

Progressing as schedule 
21 extension staff has been 

trained. (21/30=70%) 

Indicator 3-5: 
Verification test by applying the above 
manual is conducted 100 times or more (1 
time or more per year) by the project at the 
contact farmers’ field. 

Progressing as schedule 
39 verification tests (CFs) 

have been conducted. 39% 
(39/100) 

Indicator 3-6: 
The soil improvement that is applied with 
the above manual is implemented by 2% or 
more of the sampled farmer 

Progressing as schedule 
599 farmers applied the 

technology.  
599/ 1,570 farmers (38%)  

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 

16 

Output 4:  
  Water-saving irrigation technologies that are adaptable to pilot sites 

in CDZ are developed. 

Indicator 4-1: 
The study report on water resources and 
water use by farmers at pilot sites is 
drafted. 

Completed 
The study reports were 

prepared. 

Indicator 4-2: 
Technical guideline and/or manual for the 
water-harvesting and water-saving 
irrigation technologies are prepared. 

Mostly Completed 
Guideline and extension 
material were drafted. 

Indicator 4-3: 
The recommendation for combined 
methods for water-saving cultivation and 
water-saving irrigation technologies is 
prepared. 

Progressing as schedule 
For recommendations, 

demonstration plots are being 
identified. 

4. Achievements 
4.4 Achievement and Progress of Outputs 
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Project Purpose :  
 Water-saving agriculture technologies that are adapted to CDZ are 

established. 

Indicator 1: 
The water-saving agricultural technology 
developed in this project are introduced by the 
15% farmer in Project Site and carried out 
more than 1 cropping seasons. 

Mostly completed 
4,605 farmers /target 
11,774 farmers (39%) 

Indicator 2: 
In Project Site, crop yields increased 10% at 
the farmers who used the water-saving 
agricultural technology developed in this 
project. 

Mostly completed 
Average yield of  CFs by 

each target crop (kg/ acre) 
is already over 10%. 

Indicator 3: 
In Project Site, 60% of Farmers, who used the 
water-saving agricultural technology 
developed in this project, evaluate that this 
technology is effective. 

Mostly completed 
Positive response from 

CFs and NFs are 91% on 
average 

4. Achievements 
4.5 Achievement Level of Project Purpose 

18 

5. Review by Five Evaluation Criteria 

Relevance: Validity of Project Purpose and the Overall Goal in 
connection with needs and development policies. 

Effectiveness: Expectancy of achieving the Project Purposes. 

Efficiency: Productivity of the implementation process. It analyzes 
whether inputs of the Project have been effectively 
converted into the Outputs. 

Impact: Positive and negative unexpected effects. 
It also examines possibility of accomplishing the Overall 
Goal. 

Sustainability: Possibility of generating benefits by the Project 
related activities even after the Project period. 
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5. Review by Five Evaluation Criteria 

Criteria Evaluation Summary 

Relevance High 

The Project has been responding to needs of 
TGs/beneficiaries and it coincides with policies of Myanmar 
and Japan. There are no factors to lower relevance of the 
Project. 

Effectiveness High 
Logical sequence between Outputs and Project Purpose is 

secured and logically connected. Project Purpose is predicted 
to be achieved.  

Efficiency High 
Expectancy of achieving Outputs is high. Implementation 

process is systematic and cost-performance is high. 

Impact Medium 

The tangible impact is observed on CFs, NFs and OFs. 
Overall Goal is unlikely to be achieved due to a gap between 
Project Purpose and Overall Goal. There are no negative 
impact and unexpected effects identified at the time of Joint 
Mid-term Review.  

Sustainability Medium 
High 

Technical sustainability is “high”. Policy and administrative 
sustainability as well as organizational and institutional 
sustainability are “medium high”. Financial sustainability is 
“medium”.  

• The Team confirmed that the Project has made steady 
progress and has been on track to achieve the Project 
Purpose.  

• The Team also confirmed that the Project has greatly 
contributed to the capacity development of C/Ps, TGs 
and CFs through provision of trainings and FFS.  

• The tangible impact has been seen on CFs and NFs as a 
result of application of the improved technologies. 

•  For achieving Overall Goal, it is expected to develop 
practical strategy for sustainably disseminating the 
water-saving agriculture technology to other parts of 
CDZ.  

20 

5. Review by Five Evaluation Criteria 
- Conclusion-  
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6. Recommendations 

6.1 Modification of PDM and PO 
6.2 Continuation of Seed Production in the Project 
6.3 Transfer of the Seed Production Activities to DAR and  
      DOA 
6.4 Promotion of Stronger Linkage between DAR and DOA 
6.5 Assignment of the TS Managers to as C/Ps 
6.6 Consideration of the Post-Project Strategy for  
      Sustainable Development  

6.1 Modification of PDM and PO 
• The Team recommends modifying the current version of 

PDM (ver.1) and proposing revised PDM (ver. 2). 
 

6.2 Continuation of Seed Production in the Project 
•  The Project has conducted seed production of selected 

crops and superior varieties for further verification tests. 
Since seed supply of upland crops is insufficient in 
Myanmar, the Project has produced the necessary seed 
for the target area. 

•  The Team confirmed that the seed production would be 
necessary to achieve the Project Purpose during the 
second half of the Project period.  

22 

6. Recommendations 
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6.3 Transfer of the Seed Production Activities to DAR 
and DOA 
•  For achieving the Overall Goal, the seed production 

activities are expected to be conducted by DAR and 
DOA, and continuously implemented on their own 
initiative after the Project completion. DAR and DOA are 
expected to contribute to establishment of sustainable 
seed production system during the second half of the 
Project period. In addition, for smooth taking over of the 
seed production activities, it is recommended necessary 
budget be allocated by DAR and DOA for those activities 
in the 2018/19 fiscal year’s budget and afterward. 

23 

6. Recommendations 

6.4 Promotion of Stronger Linkage between DAR 
and DOA 

• Good practices of collaboration and cooperation between 
DAR and DOA such as the FD for technique transfer to 
farmers have been observed 

• The Team strongly recommends that the collaboration 
and cooperation between DAR and DOA such as FD 
shall be expanded to the areas other than the target area 
under authorization and encouragement of responsible 
officials of MoALI particularly of DAR and DOA. Monthly 
meeting or some other cooperative attempts between 
DAR and DOA in TS level and district level might 
promote future development, if appropriate inviting local 
government personnel.   

24 

6. Recommendations 
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6.5 Assignment of the TS Managers to as C/Ps 
•  Within the target area, DOA TS managers in Nyaung Oo 

and Myingyan have not been assigned as C/Ps but in 
Magway. For the extension work during the second half 
of the Project period, the Team requests the Myanmar 
side to additionally assign DOA TS managers in Nyaung 
Oo and Myingyan to as C/Ps and let them officially and 
cohesively participate in the Project activities for more 
fruitful achievements. 

25 

6. Recommendations 

6.6 Consideration of the Post-Project Strategy for Sustainable 
Development 

• In the second half of the Project, the Myanmar side is expected to 
take initiative more on application research and extension activities 
of water-saving agricultural technology. It can contribute to assure 
the sustainability after the completion of the Project. 

• Since these activities are expected to mainstream in CDZ, especially 
in the target area after the Project completion, the Team 
recommends that the Myanmar side increase their contributions 
gradually during the second half of the Project period. Therefore, the 
Post-Project Strategy should be formulated in cooperation until 
middle of 2017 and implemented preliminarily in the final year of the 
Project period by Myanmar side’s initiative.  

• The Team requests responsible officials of MoALI to implement the 
Post-Project Strategy. 

 

26 

6. Recommendations 
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7. Lessons Learned 

1. Provision of Materials 
 
2. Seed Exchange Mechanism 
  
3. Strengthening of Collaboration among  
     Concerned Institutes 

 

 Thank you for your attention ! 
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ミャンマー国 
中央乾燥地における節水農業技術開発プロジェクト 

 
評価グリッド 

項目 評価設問 判断基準・方法 必要なデータ 情報源 データ収集方法 備考 

１）実施プロセス 

実施体制 プロジェクト活動はどのように実施されてい

るのか？  

プロジェクトの実施方法 関係者の役割分

担を示す情報 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

文献調査、インタ

ビュー調査 
－ 

プロジェクト実施機関の役割と責任は適切か

つ明確であるか？ 

ミャンマー実施機関の役割分担の

適性 

ミャンマー実施機関は期待された責任を果た

しているか？ 

ミャンマー実施機関の参加度 参加を示す情報 － 

ミャンマー実施機関は相互に連携・協力して

いるか？ 

協力・連携の度合い 連携の事例 － 

JCC はこれまで何回、開催され、主要な議題は

何か？ 

頻度、主要課題 JCC 議事録 プロジェクト

専門家 

文献調査 － 

どのように意思決定をしてプロジェクトを進

めているのか？ 

意思決定に関する問題の有無 問題があった事

例 

プロジェクト

専門家ミャン

マー実施機関 

質問票、インタビ

ュー調査 
－ 

スケジュール プロジェクトの実施スケジュールは適切だっ

たか？ 

実施スケジュール計画と実績の比

較 

PO、活動実績 プロジェクト

専門家 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

－ 

モニタリング モニタリングの手段として、どのような手段

が用いられたのか？ 

－ モニタリング・レポ

ート 

 

プロジェクト

専門家 

－ 

プロジェクトのモニタリングの実施に関して

問題はあったか？  

モニタリング実施における問題の

有無 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

－ 

オーナーシッ

プ 

ミャンマー側の予算処置は適切か？ 投入実績、グのタイミン予算投入  予算額と執行時

期 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

 

 

ミャンマー実施機関はプロジェクト活動に積

極的に参加しているか？（C/P 配置を含む） 

活動への参加度 参加を示す情報 質問票、インタビ

ュー調査 

 

日本側とミャンマー側でプロジェクトに対す

る考え方の違いはあるか？ 

プロジェクトの

主旨・内容への理解度  

プロジェクト活

動の認知度 

 

広報 ミャンマー向けの広報として、どのような活

動が実施されたのか？ 

－ － インタビュー調査 － 

日本向けの広報としてどのような活動が実施

されたのか？ 

－ － － 

コミュニケー

ション 

日本側とミャンマー側でどのようなコミュニ

ケーション手段を使用しているのか？ 

－ － 質問票、インタビ

ュー調査 
－ 

４
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

（
和

文
）
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日本側研とミャンマー側のコミュニケーショ

ンに問題があるか？ 

コミュニケーションに関する問題

の有無 

問題があった事

例 

－ 

技術移転 C/P と TG にどのように技術移転が行われてい

るのか？ 

C/P、TG の理解度 C/P、TG の理解度

を示すデータ 

C/P、TG、日本

人専門家 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

― 

技術移転の手法は効果的であったのか？ 

その他の運営

管理の問題 

プロジェクト運営管理において、その他の問

題や困難があったか？ 

運営管理の問題の有無 ― 日本及びミャ

ンマー関係者 

－ 

２）投入の実績 

日本側投入 日本側からどのような投入があったか？（量、

質、時期） 

－ 人材 プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

観察 

－

－ 機材 －

－ 研修実績 －

－ ローカルコスト －

ミャンマー側

投入 

ミャンマー側からどのような投入があった

か？（量、質、時期） 

－ 人材（C/P 等） －

－ 施設 －

－ ローカルコスト －

投入の問題 投入を行うにあたって問題はあったのか？ 投入の問題の有無 － － 

３）活動の実績 

活動の進捗 各活動は進捗しているのか？ － それぞれの活動

実績 
プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

－

阻害要因 活動を実施する阻害要因はあったのか？ － 要因の有無 － 

促進要因 活動を実施する促進要因はあったのか？ － － 

成果品 活動の結果としてどのような成果品が作成さ

れたのか？ 

－ 成果品リスト －

４）成果の達成度 

成果の達成度 各成果は産出されているのか？ 指標の達成度 指標の達成度と

今後の予測値 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

－

阻害要因 成果を産出する阻害要因はあったのか？ － 要因の有無 － 

促進要因 成果を産出する促進要因はあったのか？ － － 

５）プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト

目標の達成度

プロジェクト目標はどこまで達成されている

のか？ 

指標の達成 指標の達成度と

今後の予測値 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

プロジェクト提

供資料、インタビ

ュー調査 

－

阻害要因 プロジェクト目標を達成するための阻害要因

はあるか？ 

－ 要因の有無 －

促進要因 プロジェクト目標を達成するための促進要因

はあるか？ 

－ －
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６）「妥当性」の評価 

選定の妥当性 ターゲットグループのニーズに大きな変化は

ないか？ 

ニーズ変化の確認 受益者のニーズ ベースライン

調査、TG 
インタビュー調査 － 

ミャンマー実施機関のニーズに大きなニーズ

の変化はないか？ 

実施機関のニー

ズ 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

質問票、インタビ

ュー調査 

 

対象地域の選定は適切であったのか？ 選定理由の変化 関係者の認識  

政策との整合

性 

ミャンマー政府の農業開発政策に大きな変化

がないか？ 

農業開発政策の確認 農業開発計画 プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

文献調査 

インタビュー調査

－ 

日本の援助政策に大きな変化がないか？ 援助政策の確認 援助政策 援助政策書 文献調査 － 

手段としての

適切性 

プロジェクト実施は、ミャンマーの開発課題を解

決する戦略やアプローチとして適切であるか？ 
重要性・優先度 農業開発計画 プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

文献調査 

インタビュー調査

－

対象地域の選択は戦略を達成するうえで適切

か？ 

他地域との比較 優位性を示す情

報 

文献調査、インタ

ビュー調査 

－ 

ターゲットグループの選定は戦略を達成する

うえで適切か？ 

他ターゲットグループとの比較 － 

日本による支援の優位性はあるか？ 日本による支援の優位性有無 － 

その他 プロジェクト開始以降、プロジェクト活動の実

施に影響する変化（政治、経済、社会など）は

あるか？  

変化の有無 関係者の認識  質問票、インタビ

ュー調査 

－ 

７）「有効性」の評価 

プロジェクト

目標の達成度

プロジェクト目標は達成されるのか？ （見込

み） 

実績の検証結果 指標達成見込み プロジェクト

関係者 

プロジェクト提

供資料 

－ 

成果とプロジ

ェクト目標と

の因果関係 

成果とプロジェクト目標間の論理性が確保さ

れているか？ 

論理性の有無 プロジェクト・

デザインの文書 

PDM など 文献調査、インタ

ビュー調査 

－ 

成果からプロジェクト目標に至るまでの外部

条件は満たされる可能性は高いか？ 

外部条件が満たされる可能性の

有無 

具体的事例と今

後の予測 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

インタビュー調

査、観察 

－ 

プロジェクト

目標達成要件

プロジェクト目標の達成に必要とされる条件

や要因はあるのか？ 

要件の有無 今後の予測 質問票、インタビ

ュー調査 

－ 

８）「効率性」の評価 

成果の産出 設定されたすべての成果は達成されるのか？ 

（見込み） 

実績の検証結果 指標達成見込み プロジェクト

関係者 

プロジェクト提

供資料 

－ 

投入 投入は成果を達成するために十分だったか？

（量や質） 

不十分あるいは過剰な投入の有

無 

投入実績 プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

インタビュー調

査、観察 

－ 

投入のタイミングは適切だったか？ 不適切な投入タイミングの有無 不適切なタイミ

ングの具体例 

－

投入された資機材等は十分に維持管理されて

いるか？ 

機材の使用度、管理状況 管理台帳、責任

者、管理方法など

－ 
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活動 活動は成果を達成するために十分だったか？

（必要十分条件を満たしているか） 

不十分あるいは過剰な活動の有

無 

活動実績 －

活動のタイミングは適切だったか？ 不適切な投入タイミングの有無 不適切なタイミ

ングの具体例 

－

投入と成果の

因果関係 

投入と成果の論理性が確保されているか？ 論理性の有無 PDM 文献調査、インタ

ビュー調査 

－ 

活動から成果に至るまでの外部条件は満たされる

可能性は高いか？ 
外部条件が満たされる可能性の有

無 
具体的事例と今

後の予測 
－ 

費用の効率性 プロジェクト目標、成果は投入に見合ったもの

だったか？ 

費用効率の高い代替案の有無 費用効率の高い

代替案 

－ 

同費用でより高い達成度を実現することはで

きなかったか？ 

達成度の高い方法の有無 達成度が高い案 インタビュー調

査、観察 

－ 

９）「インパクト」の評価 

上位目標の達

成見込み 

上位目標は達成されるのか？ （見込み） 実績の検証結果  み指標達成見込  プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

プロジェクト提供

資料、質問票、イ

ンタビュー調査 

－ 

上位目標を達成するための取り組みが行われ

ているか？ 

取り組みの有無 具体的な事例  

上位目標の達成を阻害する要因はあるか？ 要因の有無 今後の予測 －

インパクト 上位目標の達成により開発計画へのインパク

トは見込めるか？ 

影響の有無 影響の具体例  

受益者やミャンマー実施機関に対して

（CF&TG）、直接的な影響や効果が見込める

か？ 

インパクトの有無 具体的な事例 －

受益者やミャンマー実施機関に対して

（CF&TG）、間接的な影響や効果が見込める

か？ 

－ 

プロジェクト

目標と上位目

標との因果関

係 

上位目標とプロジェクト目標は乖離していな

いか？ 

論理性の有無 プロジェクト・

デザインの文書 

文献調査、インタ

ビュー調査 

－ 

プロジェクト目標から上位目標に至るまでの

外部条件は満たされる可能性は高いか？ 

外部条件が満たされる可能性の

有無 

具体的事例と今

後の予測 

インタビュー調

査、観察 

－ 

波及効果 ミャンマー側への正の波及効果（上位目標以外

のインパクト）はあるか？ 

波及効果の有無 正の波及効果の

具体例 

インタビュー調

査、観察 

－ 

ミャンマー側への負の波及効果はあるか？（特

にジェンダー、民族、文化、環境などについて）

波及効果の有無 負の波及効果の

具体例 

－ 
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１０）「持続性」の評価 

政策・制度的

側面 

プロジェクト終了後に、政策的支援の継続の見

込みはあるか？ 

開発計画等の記述内容 開発計画・戦略 ミャンマー実

施機関 

文献調査、インタ

ビュー調査 

－ 

必要な法制度や規制の整備の見込みはある

か？ 

必要な法や規則 法制度・規制 － 

プロジェクト終了後に、プロジェクト効果を継

続していくための制度の整備の見込みはある

か？ 

必要な普及制度 人材配置、実施

体制、コミット

メント 

 

面財政・組織 プロジェクト終了後に、プロジェクト効果を継

続してくための組織能力はあるか？（オーナー

シップ） 

必要な運営管理能力 －

プロジェクト終了後に、プロジェクト効果を継

続してくために必要な予算確保の見通しはあ

るか？ 

必要予算の確保の見込み コ ミ ッ ト メ ン

ト、予算書 

プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

インタビュー調査 －

技術的側面 持続的な普及メカニズムはプロジェクト実施

計画に取り込まれているか？ 

終了後の普及体制の自立度 具体的な事例 －

ミャンマー実施機関、C/P、CF に移転された知

識・技術は定着しているか？ 

技術の定着度 モニタリング結

果 

ミャンマー実

施機関、TG、CF

－

ミャンマー実施機関、C/P、CF に移転された知

識・技術は普及されていくのか？ 

CF の数と技術レベル  

その他 プロジェクト効果の持続性に影響を与える阻

害要因はあるか？ 

社会・文化・環境への影響の有無 関係者の認識 プロジェクト

専門家、ミャン

マー実施機関 

質問票、インタビ

ュー調査 

－

総合的持続性 上記のような側面を総合的に勘案して、持続性

は高いのか低いのか？ 

― ― － － － 
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